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事事 蹟: Wnr，29べF9 月 ï)弓宣言九台風によって北海i還に強よ森林E弘容ìt: y;t生したの ζ (f) IDR;_-~ぢは商品3i ，

J主吉子材絞〈こも ír.喜左大で，わがにおけるツト !ÌfjQ; :;J::，鼠'-gfであった。 i宝弓?の等しかったのは中央 rJlJ1B本山

心とした 111五一地'JZ で，大部分が弱有休の工ゾ?ツ， トドマツ天然林地域であったう林野r]'Tb:ζ のH

殺の状況を女IJ るために t11(~p;: ，~t :~J 後前もなえ Jtß0，なj 直上えの被宇『実況のr!"-:，中写真を 11&f( しずで:。との ~Yf;~?~ (;t 

森林Au\~の状況をよく観察し得るのみでなく，森林氏モ!?の発g: とお!滅。.q.、なjやJtll形との関係などをも

観察ずるうえにもきわめてお足Aなものである。しかし，この i双Iいi は林野庁K 部保管されてし 5 るだけ

で，しかもとの写真により被祭状況，地形など"2:fWJs7?ずるにはJ写真刈J放の終験も必要とし，一般の

Jrj (C. ~土芸止しい点がある。それでとの.t':'1JJtな資料恐今後のがi 笠や研究資料として ~ljfH しやすくするた

め，との~I:i]勾来毎オj涼E して，成:;J;n立Il払林木の風俗万[旬，被;ぎのた:立など号;:'ji~形閣に ;l日入した汁J形

j五1，:0子12:1とおづけたJ:t[J3話器 rJM怒しだ。この民!と合まれている J.ij]J:g地域ば機的UJ M)どγ!， rn'); r.1. 1 日夜 とタlJUI

際立〕慌のrJl iIr ilMj子， ユ?火iた二号翁f雪ic山[じ1 "'/正f伝:冷子狩n応F在r .ずf3笈Eハ1I1 江どの工中iわコ央 I山:斗ドfう占岨i巴U!_ ;l守帯I

75 プ万方‘ ha，嵐守;、!1J'Ul !fil tl'i (i- iil lO方自千余 ha である。との地1惑によって観察しねたJ冬地域の民'i1n、目立(;

のゥ上手J ， 況が!I売お'"，被フヨャi支などを机~rE し， ま t;:Jはi~rタtiÍ 2:: JiliJiうとの関係 lこっ L 、ては将 lこ京 j尽ない

て総黙し.ぞ子地域別;どとれらの状況を記おしたの
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1.まえカずさ

昭和 29 "1' 5 jJ 北海道!こ並立者な低気圧が終米しムい地域;ど向2 料、 mll~'~:lÇ寸::)古川こした。 その被安立木村総は

1976年 7 月 9 日 ~%:lm
(1)-(5) g右災係

J\乙…G For. Influences-(j 
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約 1 ， 280 千百13 tご巡し，本遂に発生したとれまでにない大森ノr*成主ムであった， ととろが，同年 9 1['行りし

台風 CNo‘ 54l[j) が J\'~{1ij. ;fí悶海民主近く H ノ乙:ネ r-，-，ヰkrjすの cflRDfd寸:干にと争し， さらに北

3おと進んでオホ ック海;三設けれこ。 この合j昔、は非常;と治大なものマ， 9 n 26n~27 [l にわたり北海道全域

がい窯胤!ぞき|内入り， /にj主に大容をたした。とのE寸しrf;ョ区域面積はがH5 万.ha ， 被害立木材彦は

約 26， 800T-m で，わが1J;Hとおける Jノ:~j拾の大?なj本j虫V;:!tで J!) った。

tyf:野rí'て、はとの給料弘容のを1:r'るため，及\'11手先生後初もなく f司令A 抗、の H1J:gr-胞のほとんど念~~主にわ 71

り '!i~ ql:'ぷ夕、を誠意己した。とれば従来にない大rfui淡の!Jl\答災況写災で tあって3 こ

うまするためにはもちろん，今後の森林!控0，~~，f{Dr1JT究iともきわめて貴重な資料となったむ

また乙のjtl鼠l:i~Fの詳細な汝Jj:実態そ切ら 1Jバこし，風寄文1J誌の資本、iを得るため林野rT~まと1 木材、業技術協会

lと N，\F:ili:を妥託した。 W，j協会では多数の林業関係専門部殺vt授受脱して北海~gJ乱~&.:~G毛主主総合訟王国を組織

，与専門分野から北ií~世i百合J~lZ にわたる森林風容につし、て各般の潟宝主そを行った。 CO)結果は北海道成'"fミマ主

;þj、総合調査報告ひとして発ノえされdj二。またも宇野Jj~の指導で札絞首*tP]jふがj:.~依し ， IP!~主義名 Jjlliiの専門家で

長ft去最;された よって風答災fî足並びにRá\古川処Jm~U~bU~どのよj己主~~が収りまぐ!こめら

オl~ 北海道0)森材、}Hi1，与さ記録引として発表されJナこ。このほかにも緑林嵐容の状況，被:戸?オ〈の虫若子115段~ Jjií_(，答

跡地の 1I1火防止IBI.!i以等 iこっき多くの，lßJj1ì:研究結!W.:iß残された。

著者らのうち玉手，総IJI は i ノドJ休業技術協会!J)誠 TI: IC)JUわり，総，j:判長L答の発伎と気:払風fJの災践，地

)I~ との関係などにつき総資研究を行った。その研究では森村鼠等地の各1)'['10.-災地ill~~笈し j ~t 

よって件、木のJ民:ょ:の;だ践を観察し，ある
ぺ;'"'"" -).. 

心心こ屯;日コ九/.失

た。 ζ の絞!践によってさ左中写真による調査は森，作風éJ)子の t~i~[.な}:..局的にむ354するにも， また品目?計約 lこ炎態

を検討するにも;主役な方法であり，士ûl;l此誌にj主\\t芸状況与を;記入し

発生との関係などを誠蕊するには設も

それで間協会の調3主総了後，す，tl気;)Lí討m， O) L1i!，努lζ1)喜怒して'f1l袋入，"[(3、;われる :Xj;J~~jbJ:が防災音j~胤笥研究室(お

時)のlílf ytß栄滋として取り 1:げられたのそのまなものは次のと、ときもの切である。

(1) ;湾首告丸台風による

(2) Jly:t\、答:t也の:E rい写真より泌;立し

(3) j弘容地の定 q-:I写真より地形と

(4) 滅容 i也J[Ç， O)~;j対

(5) J;t;_\é$F を'ií3!t_しやすい :!:ttリ長 CI!ii\， 'é1} fü;孜地Jl三〉の推測

三本fド同:司布稿高釦lは立、!弘志;オネ本4キ本L三:;jJ羽!il j什琵苦主，の A部と し 亡て前払Y泊i臼信nμr;記7 主として( 1λ(2 入 (3) につき報告するものマ￡

(2) およびオし;こは芯/にのご子数と n寺 l誌を裂した。この ::jr(:' (1) 演は三十三初予:の返点5h タiであり》ツ
/.;,) 0 

(3) ヰIH士約告11にわたれば;えりのないものであり pζζ~C(まj淡路の報告にとどめた。 1;，おぶ報告の公表に

日仏 高橋夜二f~方jj;コJ2 研究主主[えに p またL8凶の誠裂には殺防長二〉:智子氏lζ ， 長の尽力を煩わしノ

た。キ，，1記して深刻の窓会去す。

2. 調査地域と思惑広域

f!fHí I 均年には北海道;こ森県民苓が 5 司:: 9 月に 2[十日夕主し，た。被害争は， ヨJ:!のi1iU 品fi;:;ltfl'嵐の JÆ1.!，'i-~F

は 5 月の約 20 僚に当:) , 炉、 i~~1m夜も格段'ìこ広く p g J]の風ミÏ}J r:!fJ: 5 n の滋 'ihl:;;也をほ c:: /，ノどおおν ， 古 ~j -(~己
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北海道森林混誉冬;国交地域の位置之風害!支図工
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まよ:大小紋々なJ[Ç)をだしてか:凶地述技レ，あるいは刈れて散布する

胤~t\[J! J:tl\の決t，ò方与ラ1ねが 2h社以上で Hi\elJノ仁本以がjJ[.本ノ八と) itij ヴおよそ lò50 Jλ とある弘rni と

L , C 主人l弘安!っ その l沼 {ê(12!民主~~ブ江i]おとした。Jrtl:~i引

{@J本数が在日立c~J:!t~の夙誌 JJXUü{ま ι:治、住地止する。 見'ûn也の表ノ1-~)i1:}~'は次のごとくするの

) o);H~)己から iV~MMろ:見;十方‘向 <f もってし t:ü.ilrtl側方向の百人法一 -I:H例)J-FD )J肢がjホ: (問料?にも {S CY:'J

その丈(1")そ EslJ:.1と4交わす tとはうに;::jJ (ノ)な守地内の杓~~I"9 る;ぶ所ごとに記入する。フ、;:jJ の }Jiòjはその

分の風倒)JI切のおよ士の三千ピわら[i:ïJ とし，、答T{}ftJ; itf\lわれ亡いる被安担PIJこ Ib じてクミliJ '~支の多少忍力11 泌す

る o H~\， :Èg:数介、 l如、ては付近 Cl) 風倒〉にじっすな I~JH [!iJの矢印をÜii，容があ:0 rごに rしミ:::;j三すtt)J{ 9C ，.L久々と記人 L ， 'l-tk~t 

yt]!(J)彼はげiかない。

i立地ノじ出ωIttr [ó~)-l己状、 ω ヴ J IrJ などが以!の方法によって澗駁した

地Jr~.~立rJ J "'iノj\ ざい局主目的Jf;'~'{:、長むら;れるので， JÛ!J慢による胤官発んののおじ多少 J ,@\{f'll)j 7J 、さ才じごし γど?

しつぶ。rÍi iの変化など:与〈

印刷期士会資~E認し議駁の調製(2) 

のょっに f'ili~~うなものにしぷ:}ff~'{:守 f、判(J) J!lJj 三胤害医I1立大さむな古:~記以区!の約 1/2 i丸山か.[\したもの，

た。;込主総とし，答[守~1:~J1点:. filJノFすふゲコモ (Dý 、彩、 ~t. .JtU, 'í~:tJ;g、カシを，"、 γ!を事、する関係で 1氏側欠 [:':1

の ~t\ 紋 7]:: !üi慌の ~:;I~l!J \にか》じて減らした c ま i::_JJJiG誌のさぷの ï、ふ~[in:u隔;ま 2()r立であるが

になるので，民議芝、 100m とした。そのため泌形の変貌がやや取れこなるのつ二
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これをおうため 'rJí'裂な

]11]:0，沢， -う核心:どはて、さやだけ詳 ~mt.とí.í己ノヘいまた丸出j訟を浄しくふ1，必裂のあ引Jríとは補助等日J市

入した。また送 ]ró ，村総当地;r~ iご i匁係少ないもの;よ必*!以外はお1取し r~"

地形職議開より鼠害問地および無風寄地íEï積の求め万

(地l同地i出出7形杉以臥:点兆4比容ι引|以限χ沼にζJ、 つ 寸て.氏1おe{Ð潔!巳4れl悶f九旬11 工、白伐、t~:-おゴよぴぴ、j無il煎(耳u鼠l及込f装江容1主害t:伶凶;溺{~-好üf杭パ刊:当栓fよ汲丘め る?方J法y守

4 仁m 万万j芯E予;の iド内J仔J)泌1沼;:にζ4 mU1 il.\}防隠語;にF乙.~~縦i殺絞 tげ総お絞t長:益出いた :J:拐なHl;'iíl~ ずる。 この 4 crn 方jj'のわく[)~ Iこは 4rnm ガ

)1:;0.) ノJ' ;j;óTが 100 まれる。バ川主子。) lill おは~)ノTJ分の l の1むほ!の lüit1i 1とすり 4h乱に， 4 C111 )JH:の iliì

樹立 400ha {昨日、.~.:.!~t {;。

i精子 11::<7つ絡一!こ紋 ，i;- I的く (;jC!l� iiJ ::; ;沿うj の 1 ü) 地}f:IZ]iこは Z CJ11阪の総地f['， むどいこ 4 C11'1 Ilij 似の〆むす司令

版、日J!J下を刈るには小格子を誌がi'Niかれである)0 恨の 4cm 干名古二在渓iIii: (1) lK nl!iの1;，:

ど、j〈分以たしているものを。‘ 5 のどi~lかしJてその l1ii積をのぞ〉さ，格子のペヶそ慌たしているものを 1 ，

);J各子のJfi~，)t;'BJI江h の;汐! /にj名目立 1001ilùCD小稀守会合、む読み取り p

:Jd弘子 I-l-l()) 実際

のJlRVifrriiî:fえ ti 222 ha, 1!!~~;ln1l! íI可務 ii 178ha である， 1 i，><:r三;じノハみ J!yりが終ればつもL在。くの!ぇ W，üに移し，

!IJ日 J欠治犯のどとくして読み取り在行う。とのようにして 1 風w-: 介域につヨぷみI[Z ィをじったものぷ-'れぞ

l!N冬守の災限告のほえは 4ha ので，f)fj. fj の五 44胃 5 が7浴客;主tJl， IDí涜;ど fn~j:{ L , O)~(ミ，

jn~I日il�:T;: )1l! íiÍÎ績がふげうられや υn合計す :.t 'l_, ~ま，

のI話識の読み玖 /'J 作業j込はは 1之は多く p ユ~<名で ζ ったが，抗./，， 11えりの手当皮ぞてぐしく L" また

J ノ!、Jぷとくしょっ ζ!llツ九作業そゐるためにとの

その íIiiなUß

1令 0， 5 以のものはJitFl::;tf []] iむに人した。小平 0， 4 小点およびHi\'，i(λ

子山1 よ3iの O.4JTfのIJ\鼠 mn31JtfJ."!"も 2fElyンづ:tÉ]在、7るばtliJJl;民主計、ど!で iJ 1 UJ:lt1，と凡なし，
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それでとと vご;]< 1,6 fこ風容は」の災jJjj)剣士実際の Jlli\'， t;:wnr:r.tt J: り滋分逃/j 、となζ へした。

/�) 0 

名思惑地域の島主宰概況

名純益 lt~域内の胤安広械のH{l~fm: :JJ~l;;G'~を fJj らかにし，また乙れをlt l，i交枚目、]9 るため，地形HH護問より各双

丸および淡町支J:\l(の IW:[!i，応:宮地の災前払一) JilUょL;: òÍÎwf5字、(風寄区域 fúI読に)(J';j- る胤:~:-~浄、 ifIEえの害 1_l-0)~

r 
:ふ

の成部、11地致。 iHK ~-;lr Ltl均の、i" fJi立iHti i.よど1:求め~ :t< 1 ;-と掲げたり

とのふ、によって?に風実地肢の民主主;状況とそのlt校などを次に略記まる。

区JI3( rドでも広いのは沙感護区域溺欝:企ai~~ì&:l主)J~z における総，)ffi\:~~;j区域面積は 544 ， 859 ha ( i ) 

とれら(;!: rtふ答|玄11X�Ul1 o ，Î紛 JII 待 771知 111 .J:::iJib主政池上交正) la7GOh弘次いで7Jí'ぶ \iSí1J去の 101〉必6 ha 

rllで格段に!ぷぃ所でおる。ぷ:もJ、たし 1のが湧JJリ) 1 十流域の 27.812 h乳ーである。

Ix:.'或中最も広いのは石狩 ;ù{tJ~x成主養生也事芝居お積 )l}1(， :fJ:~ Jt1l '}た読の会!メ::lJ.長会 ~hj: 108, 329 h昌で，~
、
，
ノ

'
1
 

・
1f

¥
 

の 28 ， 370 ha，次いでさ])流 ìllφ 滋Ji l' 丘公I j 11..LiS'~jbli接地域(!) 15, 3lfi ha である。渋も jJ:いのがiI日1]) I!流域

の 1 ， 892 ha で，点、 I)(":[:f伐の平均l土 1 万 ha である。

と，設も j、さし\の~;!:村:~r丸山Jlf;JE主審iID稜主義。民局迄

辺区域の 38，:ó ， -ð~ し hで μ;計刊 i流域，おお iHif民でそれぞれ 31%， 28% である c なお分:l)!UとJル、てS-i~ ると

í/~ j\ω(í(J I i .イ以紋)I! 恥 îilll惣

JI J ぷ{~ìJ!JH~*~R 引まぬが f松翠l険 L]ilr主て，では :3696 ， IJ:l.}民:さ 101~地区では 3396 である ε 最も少ないのは刊券

] 1 i本流 L S1t Jijzc!) 6 96，と叉地{設の 7 対である。会区域の3FJèn了見れば胤'[1;:iZ1長沼絞の約 2096 がJ武2f臼i

1等部 :1J\'1~および策珂j也氏では 1496，}!.tl\， :.JJ'm:ì tlU x終日1))(小の設は一 hオノにきくなり，

上tでお:おわノてし\る(l

ßR審問地数:)丸谷[l]:l自主:dれJ~l，:ム域広さに関係するほか， :1山例年;とJ也 ll;ß~:イこが;むかし、か3(iv) 

り~ Hùムさ[立lilQ数ば多くた大きいかにも関{系い i定形i!~~ f[ O)MH}かい~.Lljth~ご Lt 1 ，1孔よ:問治 ifü裁は/ト

T5変化が少なく，地)~緩i受な LLii自ではよ1\!L~ t:、JIJ主 ílii槌(j: :flli!ノペつぷく‘団地紋 l，'，J:少ないの

ζ ノ Jぞ名分域について jむi吹するた ~Ó )&1,':Ni: JI:i!')じ国僚1， 000 ha 泣袋町民分j山ごついて引11)1目立ぞ訓ペ

(::t;少 t.L J リ e 員長~)1: ‘ クしi必uさ九gljj~ のりのユ.j11~/-JfEt1地れをくめた。そのふ江氏耳~-::JS るJ.:，

116 {゚匀t :ft;ミ立樽 (;íJ ,JI];',1 ;!2:rtl; J去の 18 でラ会えの平均は 67 であゐ ω まだこれ安j) .itえについて YEよると

後多と滋少の 2~~.づまさらに大きし設も多いのは武利)i [1;;ト去の 125 11/1 , ~少なít! 1 じJ1ítkの

式手IJ)II妓も少ないのは .j:~~.n口 w"rWJおよびノ:;}:f:求心 15 �)!)o ンケ 111' プーレベツ説の L22 'i出で p

ふ{t .l:0( で (， lI!li~ 訟は /J<{'，~~t地主 Jと光とi抗したが，乙とがとともにおお!!地変イじがええむお iかいえである。時

ととに潟の強風がもiJ1lliから吹き iむったので大自Ji斗{十j:および自治jr;~~~ i じが少なし ì rJ:t 、緩ョ丸山政で，

市慌の 1 凶灼の出'じだq した。

つの Ji立校、と FJ る。J~護団地滋積:脱却、上:jJ出総もそのよそ!以の λllJt]}J'j予zc;rtﾇ) :;~~:~J/任乃王、3(v) 

も )1: し )(D ~立冷1 自立 :LI.I[;s~J具店J子:r.Û;J:i'.Í)，(7) 1 fS1í 序!平i亡I[J!l出約 1G h抗であるが，

上Il も小さいのは判定 Jil' 線こち;(u):1 Lif6主 i})~ 五日岐辺地域:の 56. 5 ha, � G "ごと!汁 )11流域の :20. 5 ha で 3

いのが時 lìiJIJj]もりお 4 ぴ非IfiíJ誌もと j支J之 l土谷りノにきくなり，て!i ， γどは(.�) 8‘ 9 ha で;ちる。

欠い-\=; 1~J ?j~t ,1 i !と分域の 68.3 ha，次いで「計三淡 LJi 1 7HiZがどm首 8 ha，最もノhざし、のが却;ヨう ω) 6. b ha令

.~\利
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風苦言渡の比較:仔!政答地域や分域の風、:害程B誌を、問りやすく比較するため，区域内の[長U凱虫実fI1ì悩

をその区域illîttlそもって除した風寄i節税率のメ;/J'の階級によってj以i.fïIìを表わすとととしv 次のごとく 4

階級を定め，被容の !I径散なものから ]IW!次?殺害，

(vi) 

f.t.1~;主，大容，ぷ挙T とし士。

~Yi! 数
i!ül 害防j 積率 )FL 答 E芝[呼称

風害地域 li1j 5} JiiZ 9υ J 

L内j 4投 紅i三色，

14 

ヲ らに

よ日布: 4 10 r~' 19 

もつ" 勺￡ 2ヲ )c 4T2~e A 

7 

20 .~ 

ヌ~ 長lY.， ~~l ζ 30 

引くいで大子f1風祭政;の山J!J~数 ~J JTIï\'ilf地域および分li見についてほほ泌じ傾向そ示い i設も多いのは

激zzg 微'~\:O)Jllliであるの風害地域会、均の風?工面積率て了見ると大容となっている。

).?J土各地域の風古'概況を述べたがs JffiV;'Jfの特に滋甚であったのは鴻吉f; IÜ)匂辺地)1丸石狩ji !J'統治:fJP;，天

塩川水源地域予沼ì'VJJiì本流水源地域である。とれらの地域は海

をぼ11 に示しである。

も大きく~ 1f 1:二台風湖沼 11与の最大風速の;設庁{[Ìli!J，+~であった。さらにとれらの:L1lli創立f目的 I Jì;;樹の天然林が

とれらの条件が重なって大風容を発生したものとみられる。多く残されていたほ域で，

各Jj，害地域の地形と j思害発生についての解説nb 

各;主主主illli主(.))嵐筈状況について特に )~ll寄発生と:LUさとの関係 lこら，点をち川内情検討を試みた。 4ミ風智治域

i立広七六きし、 d.J岳地211?であったので~ rlH形と E目、容に 00する情報illますとぷる多か勺たのよ也 Liとは全く院JL~

地 1[':;まー:つない J しかし類似地形と初、ずべきものばf注意して観察すれば多く Mlliすことができる。地形と

る ;<::1土特殊な地形と j武ff発生，喝容を多く殺生すa るJtlJj} , ~;R似地*とその嵐

害発生状況などに注意しなければならないり ζ れが滅容l涜 J 1:訟の研究にもつながるものと XEう。地形と風

ことでは風~f/;場tL:発I:Iëの関係は風前 e 風7fの地)1';，地jlラの大ノj、?および変 i七などすこぶる複雑であるが，

E立の大JBJ (:{~観点 ti":l らみて最も IR1~色村の大きいと忠われる地形との関係を i二阪と Lて嵐官:状況を述べるとと

とした。

樽前向周辺地域(付悶 No. へ G 参照〉(1) 

よζ の地主主は樽前l上1 (1 , 024 m) から犯によさなる多峰峰、い! (661 m) と白老お (945 m) 

しく強く，乙町、1~ 1Jjj とその北直!支0]泌JTIiJi

しく災なる。j;jJY. ~C A弘\(、:ì Jt絞灼~5Ì く，胤I.. ~f も少なく

イ
J
M
V
s

b
中
小

錐j
 

日
l樽言~ ~多峰古山幸遠山の南および素顔地区:格的!lJの南部およ(i) 

く渓問ずる c 太、iZJ 、ç:j、jy:. ら吹きこんt~~j菊南をなし， ttl淡から

となってL欠きわたり，こj主\(ま iおmilJl践には ïEi白[から，

9 JJ ()) ，18.\~:パヰ;でほとんどおおを)'C :~t した("， jお Ifjj iLj践には 5 IJ 暴風の際にも納治大きい民惑を先ーしたが，

とは~~[..なり rj.1 JjMがM~慰安なし，その u唱の7氏と

!とあじく出肢は1'1合台、地 μ 初、せられる rt. l、緩ま:出をなし，市街西風がこの Í-1"it;，を強く吹きわたり

われた o .�叝�j LUの ~tílc1 もく
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E

ム

ーF
，
、
‘事よ込可〉百/í]i:軒丸合)fj\， CD瓜45概要と決 i5r:!~Z.\ (玉手・怒111 .怨}{:i。

づ三発注し允 ο このJt!J， r;;: の刀、~ib':池は以!の 3 1.f1.iY:好てておるが，いず id，ノ'<Jü;ft1の激怒J成人'~:l:U1マ，会資分液中

最大級のEtK;')h~て fミ税率ぞドー;J:ず〉

三(，li(f ;!, :l111JI 0) 胤'I~ Jむで，文書ぢ湖周辺地Jメ(十1lsI No. ,1, 5 ちてWü :と0.) ~IÞ， íヌの大切介l土問前 JI ，(黑) 

い文今とよって tらめられてい、地も少なく，大田:弘法 Lt ]i íj )ð u)地rXJ り〆九絞に~~}く， 主だ相当大

読の)lliì議:llilはみられたい《六 l~::又街湖iN持者のシシゃ γ7ゴイ斜地多続降11\)'う、らの吹きおろし瓜7~):~'0gl く

ものゃある。湖水;のjヒfこ主1:] 2日]1.;しだI{tj:t上;取は，トえ玲 IJr践のだ、斜のr?J.ム子JW として注目?べ

.83、にある廷U~l 岳 (1 ， ,)20 nl.) >三にある紋日u 民 (866 m) 立独 ，:r ìÜ干で持j~:jめいノγ こ Lもたったこ沼、

ム 11. ~r)':'::1 fl 
~-! ..--、，.

われるが， jITJJI.とも(，iq"iJtj [ljí !Ü肢の 1fT 々にJfぷ i}jUそ完生した程 11 であヮ犬。なお 5 )J υJ陸誌は乙の府 L.L!

i じ"'?l.il�1 IJI iJ試の 8.11' 々に lは夕、主」した(， との王パし!)瓜~~g. r よ さ長般的 lζ少ない万には υ町'11.\:�! s~h くあり会

で，改議社;皮であった v

江見IJj iI流域〈J詰次1 Nc人{)~ 6 参照)(2) 

む:[1 1. 11\ る F 抜、)1 j，漁民に水泳を発コj' ."漁 )il ，その北住111;.， ~:~流ずるお松)il の支江日IJ )i 11とは又翁湖東fおよ

乙れらの交流をィ Lノてj乙流し，じゅij;.Cおいてお 11\こ iJ: ぐ。認は Flお i 支流紋別f1 i の liíf~カ， 215 り，

およびiHUIU.流 lと発止しした η ご♀刀

絞怒りJ Ij流域 :ζ の地iXc!))弘容は紋jJIJ i芸の南 ii!J ì院と北"'0iüü おけ、び紋J~;IJ);主に鈴斗ふし fこ(< tk;.;)!].i:i} (1 >

Eであるがp てのの混乱JZ子工t!J.Cí) Li'i[S!: 1'{J;'i!),;c NWの!iliUfIJがあり， ぞ

iiW，之乙で含 NV1μコ!iIT\{jiJ はコ NE:D 瓜倒ilZ 官庁のIiiJ!c S E ()_) JDi¥ f;lj 7\(が少数泌 L ってい

とのJ:%:.i誌の初J\)jの S;ùTrrR ~とよって先立したものである。どの jt!\ほの訟凶方 Ir 汀(，μ 立次いで潟東-f'(，j-

》の{、j /i はr~守支rJt~~ もはな同[代日夜犯しp 123会の方向H立南南と、? とのいでノにいの風倒ド'2二:と!二 L.':.た jjs ~ 

はだ孜しむ忠良u乙民放予る îj.&'l);ì?\であぺ :ι: 。それでーのJ1Jt j::_ よコて禿生にノ犬伝〉かNW カ刊の nL\必jで ， J.ぺL

とオd土 5 凡主主J司、によるもれjブ了 1:'1] 1>玉県なるのが 9 'ô4.)!誌の被マボでふる。 S E (1);;(\仰木がノγ紋みられるか，

のである〈次に紋別思の北諸問中幻と 2λ~:1の JiliV ，g IJlYJFi: ij(/1ごしてい rノ") 0 乱倒J}J[Ëi)は NW，ノトU:1 Jむの A郊に

したものと思ゃれぷ。紋む]}Ilj主体 i ぷこ!ムいNfI，wソi Í<ljCノ)Jit\，侭lがよ}るが唱と;れもがJii己百九

5:j出がおり，主r之、イチγ ンコッペ) 11 坊が!20);瓜号i引illOζ続き?大、 i\ し、 1;lt，'j1;'l'�! J111, i: なヮてし s る。

いす才しも 9/1 合組Lの肪L'Jfvにあるの íJ 凶 No噌らでみると NWの鼠例方n;; は NW2:NNEのものが;混じり p

?~':'}j[びるィわレ卜宅なしアよれており， そのベ f' tこ NWIJil当悩!、JJJ自力

['lj(ζぬ JI! の /í::þj~ まで正びてねとi山してし、る。

;魚、 J I!流域: i(�i}! I (J {I役岳より玲し~渋京抗 3 る， J]Æ流部地域には人J{\~>~f-少なく，(ii) 

え)"~ζ の兆?点tどやや;にさい 1 lV1 JIÐ，任。うるの J;t.である。応!在民三) 1[(;]霊長3J:つ先ず Z 以が北流してヘィ合す

よりン下?ft~土たすよ，_なり，臥カこく lJにき入り，の:ümλと:ぷふりをした試作JJilf:J は右足2

しノて )\γて本ご (t'，j' ，ユ文'iJ{Eがあるが，ül!H立大1;1\分NNE""NE ， A'.n市IJí土 NWγて、ある n ご乙

Lι。とヰ t!;]: S E の主主うノit 円 f-FijiFklご~.Jがたためとみら 11
、 γグ

v 、との iíZ;:{} し、

ーャ?

心。

(J ，次 i， ìでとはるが， I ，Iúi詳のばtf与はメ級ネ?となり乱泳三しはこれどより次第に京:E;京と

ほとんど汀TIlJ ~で *111 L , ， 1 1 ，，)えの W1V，Eir皮で抗日 l している。;本1J'it û) i十J仰にあるヌ;流バ)ぺ γ ンニコッペ )IILL!ヒ

シにやわ広L 、民ふた:1 し? ド?如壬も

引先

の民がく[ウとき人り，

同時'~llJに点々とグごした。本iJid (., {HIJ (1),';< {;1[弓ノレマ j イ Jllì~U戊 ftHll万がふ:も少なく，

郊にfJ:文昇o ii1i，Q よヌじで，
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している外はノ'1<燃の空7fJ慌の d.j涜Di くの東約百に大きい照沼地を発会しず了。!誌がJljiciF今みると， NNW , 

NE などのものがi部分的に1ËIJ:，してし， ，るリ とればとの区域が広いので， 間 L~r;itIrJfれとよってお S E , :、L

swなど lH!l;なる j了 [r立の j試をむ1 く授けた結果と忍わかJ る c
円

,,_:)) 

No, 4, :')参照〕

将司二) 11 は ;~({j..E. とその務!と為る 35浅沼iJ rh (1 ， 177111) の流域分/J< !ll'l(}) I1支 ';~f;l'ごや発 L ，

淡において!l:13 がヮて.!J1:C ~j{t となり) -，(~'Ll_11'、jjJi よりず:じ流して石狩ノ:qζü: ぐ ο 上流心~)，IL己主が誌とお三五五:る引に1lIì~ケ

ザlt~t して :J21-W

義ヰヱ)11上流域(3) 

交流王立駒内!iIより itc才[グミるヌ?え r"jjjjil守合流する。その心々Mぷ

この ht!.J:î( OJ 嵐;さは;十三流の上流協には少 fよく) :'1}れおの Fiﾝif{f]S 会流l~i，までの iilií J!i斗ぽJi.えを産量採地ほとし

その íliしt{;1tの潟明)1\ ， ]?}_t ノ世\~， ~frW，:jJ内JiI流これに続く東流部の一ゾ沢までの雨降[巧\或 lこそを策、ノωて花生!ノ，

域;と少数発生した。その波長兄を地区_~f;FHこえEぺる c

J定J山 2築地i笈:前[十{j1gの治医iU土溺J}J，分J]<ficl::主越しでこの己主j":幻活卜がったが，オ三上lh53の)，はは

あまり強くなし Jパ~;~交流簿)]U) 1!は :lGJ宗主主で， こ!))流域υ〉フンそ53i く吹きドがり p その f :J\t お jjt{]þ!fI:の ILI地Iζ

小)ùì~\!子i'tl;を多数発止したっ水流の上b'iI郊では {i!i t側心開lilïl白1(1と点々と風一討をみる程度で， '.1. 1古苦ii抗域はさ

r'~ùk{;::) ほどJ31~ くなるふ点は 1-台;t官 )(D~~らは J:i:，\与u川jJ涜流域lこ仁f'-.1 的 iこトペ， fこっ，[、ム悦 f
り泣けιj， '¥ ? 

tr-~': ~ご :W jJl分水器三 iとある札l長;ð{F:;- CL 2ヨ4m) よりほぼ lUCJlミノユ分ド流ほど]!Ï(!_:�Hi /):1 ~ct {乙されたためで p。〉で，

してう}G~l_ したり ζf山i~i)t(.-r ù{E.mS右 JJß:1Wj ()) )i1i\, ~i;刊子百1宅街!誌によるもので，

民倒方向;立大やKNNEであと) ;b:~， ζ ジ )j.L池i土防J山む)[;変乞が三:く ，JD)当日!なに )iKli'lj方向が変化 L. ~ )iI :~，ど設す

ある。このほか)!Ít~:tよれ立 ~Mj -~;g U) i j のし1:1，る簾君主地区の…/沢流域ととも

ヒ流域!と;ジ数%Jt_ )j1ご o ら のよl~iヌ全保としてはj乱'i!} j.tilはあまり広くなく令;波邸主役安積度である。

書室量産地[K:木地区の設τ|乙;: 1 :~(:けいこ l土」流よりー/沢?法ノ沢p 滋 J ~j;_~" lt{ .¥](1] r'J川な乙 i;:伴;ご

は f~f 怯)1 1 などの文jjitがある D
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… 'J 沢lzふ聡 [Ë!Cí) 北;訂;と~ {t~./ ø-.::. ，存型/れは i司 11:の :~lL北京I!Xí Iとそれぞれ潟、そえん:して， li; な'，，' 、[ノ刊北京

ずる。これらの流域〈引いうに次きわたっ泌は，十し悦 iI;-O) ;-!ヒげLJ I おilLJllá:そ}去、|主 Jiljtd-ff~3の下流から泌して原

iì1出店 lこ吹きぽける形となり p イ'ilfl[lcJ)道とな Jうた。七れでー J iF-:流域は i二ドi3f りに苦 }0{;~ ノ沢 ， fr~主/沢は rj)

~ J:. ?3+E t;[j 心i)ptj rl、!きまれirli 三 t札:;J~~ 1:ノ~t した。 'J おふJえも行ゴ>7)/Jリミィヒが;?く， L川

[二流域の分水嶺辺つまた]包約内 )Iji立大さい;;iU~!~で ifr .ドじには抗日i はなく，のよt才しの多い地域であ

lこ l:î，々と，tit1ヶ ;.J自在:そした。その Aつに /j(;選jU自のク以上より北京 lこ延びる足以f;川護広い緩斜地をな

ったの，し'>}.ð!J，人:よなぞ叫ん公ぶした οどのレおおハ持政 !fUふく吹き!
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その !ibえからで試はぃ一文、松 Iがあり，/ ii(の対f;;{fこ ii.Uf~'-ピ Ji も j\くない均九iJ'. Jキ主流域 lまえ売り

/二作風:f;fiJ:，ヴ刊は NNE'" おヴよく jf;リワt -\JtnV~Ii;:九iぞ「ツ南沼 vT.j流で強はがl次長人り~ r.i~'j ，---..~-，ーム:!容に大

ており~ [Yl'~-.j時;jl努小たあとふヅj'~ r ノ L いる。とのl~lrxの鼠容はえ2幻自より:与え、r_-i---l~&l{ËJ}t であ

沙流) 11 併読書 jJ I .空知J Ijと;涜連接地域(付代!子10. 7, 13:;t> J[{1.) (1) 

組;人アぃ瓜())流 i ， j総 )11 および笠勾 i} 11の夜間岳地 ;;;γ パ速J12 ず

の j包 λJ出主主凶Jι~~ ~立与税i盗地域rトI肢も!よしま，'j'd{立の)!1 J:.j)f{]~ö;淡に次 2リえきし~

はどよ:発生!こ l:iÝ.:渓 ~;ßG{モがあるとみられるがp 沙流J'll抗域がこの地域C!)j'丸、 r'iめ，そのjUこ LL品川 i二

ざりにその北に1!}WI !l二流域がj刻表する。この誌の京;Z2 ，;こはほぼ山潟北?と Jじる!ミ:ペ5 !..l.r ilfr(~ こしり jじに、;;.'、い
UILル
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このFìiJ: JじiYí'tで 3 雨前i荷風が強く炊きイじが妓も著しい。次いで著しい風容はニセイパオマナイ }II流域で，

トマム川 lと合流するノ寸ンケシュノレ)1 i は rÍ'Ï b{t:の大きい支流下り，企:illHと!品安を)~~主した。また

との }II fとは左右両停に多数のv文沢があって，{Ë流域lζ Jffi~~~~Fそ発立、したが，雨前回の強風は15 沢 lとほぼVヲ"、

'-，量

ií:I角だったので，!虫i安ii、各沢の南rmrült立に多数発LI♂した。

鵡):11二流域は沙流 ili と空知) :1流域の間にあり， ä災犠!t\J杉のr:1J央 iとあ〕てJ!i!じりが設も強化された部分であ

も他の流域より多心 j記、.:'it{f 人:治i滋は l~b ìJTUl I ， ?t:)ぐ j) 11!!i1'域の災illf 't~iぞ併せたものよ

~I[まるか lと)1:い。

った。それで

111擦を受知J!I上流域:空知1) 11 上流ノレーオマンソラプチ} 1; は lヨ r~~J ~.U慌のさらに:1[::1おの沼市に発し p。
J
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r
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北流して務f舎において南流し来るシーソラプチ }II と合し， f!1;j流となり，金IJlfと主主〉て北首 lこ非n って流れて

石狩}II Í;ど注ぐ。金 IJJ において1r.洋に大きい支流「ナミノバッハ!を合流する n トラシベツ }i! iZ川流は多数の支

流lご分かれ， とれらの水im(f土タ摂 1I1脈:ilnfrî (}), ;iUま鉢盛 I L:から南 l主将風IÜ までの広い上Û1.1:i誌にわたる c

よびト:ナシベツ }I! i/;U或fifit ~~~~f ~立本山(ia-主流ノレーオマンソラプチ}11流域，落合と

ζζi土日高山脈とタ ~J~dj lVF<. o) fおの狭窄iと発生した。本流流域の大吉'~l分はトマム):1との分水嶺の)JiVWtrü-C ，

irl~tE;の 1[1箇が聞ける部分 iと当るりそれマ廊速があまり強くなし!点じよーの〆Jcll内も比較的少ない。 トナシベツ)11 

の j二流域は夕張!.l.r nrr日の .tk斜面でF 応u立強かったが側tfiÎ胤となったので p 風創立ユrælJufrïlこ発生している。

上流の点L予測には集{わ的;ζ服、宗，を発必:しているが， ζ の流域~E"全体的にみると徴努程度である。本流域で

)lli~::i1~:万本の大きい区域は念111において本31ttこ iヤぐ収力[]沢，パンケヤ~....ラ} 11，石Ví(沢などの流域である。これ

らむfu~~aコ郎、j 訓パンケシコノレ)I!流域との分水設は dl綴の低 ζ当たり，風上側流域から吹き越したえが務

りやや大きし、しく強かったためである。*trf-E 1或の風寄[討議はあまり広くなく 9

が，数答程度であるの

十勝J 11流域(千，]'ílえ.1 No. a-,'17, 19~，22 参iKü(5) 

}~ -7 ム }II などが，べピリ rくツ)[f，その交流には 4，1 央 IJIIJIí'<からおする然別 Ji! ， ~en亙 JI! ，イ勝Jl! は流域法く，

が:のiL，t\l(ζ流入する o ;.t;:流ヒ流およびこれらのふぷよし寸才しいまぼ 1'\川

く次き;るみ，それらの上流部 rC ，1lIT\官、~:.づ首五ノ fこ o {火 lこをトj筑波の説得の概況』を述べる。

本流上流機:との涼域は間， ;1[:，じの ë)f.ú' r!]jい dl1訟によって阻まれ，者 )jが聞いて淡い渓谷苓，
\
:
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/
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、

なす。:国側のト勝 tÏ}J、り流tt!日るシナイ(卜勝]IUJ J.I[流し， :1 1:， ~1~のトムラウシ山り発言るトムラウシ川と 71<

源地帯のり足三段で合流して降}11 となり，次官 l仏}/J'く1Ü-t{Jコ必くに沿ってHH必しながら南流する。二二íFtJ、り

下流lと注ぐ支流が多く p ヲjj iこオ!i i ，~[1j (ま UD:fflが)本いむでパきい交流がある ο ニペソツ部吉年より下流の交流は

下誇流あるいは ï~tî雨尊Ljえのものがき手い。 f 勝) I!渓谷iζ 次きのぼった強.r!1t~はこれらの支流にも S{Û く吹きのほっ

。た

)ii\\容はおもにニペソツより F 流の:交がじノf ンケニコ口 )11 までの問の各文流のr:t!;~t都に発生した。被害はHR

1¥9ﾜm となった南~凶孤児発生レビいるが，地Jl=:;~~;~lir~誌で変化も多いので!武答間的:lノトさい。ニペソツよりと

前の本をiukíJWl 日iß~ま蕊は倍、かったが，j( r.LJごトで森林の0:，1'í'ちよくない関係でトムラウシ }I! の卜ぶE-m)Iと点々主主

じたのみωであった。 ζ の上流郊で注討すべきは二股~(占おける本流íilij岸沿いに生じた大きいBl\'f1fJ自である。

二股より下Jjt の交j/;γξ ンケベツ I11分流山、まごのfHjの太bh~のぶには悩と fえさの広い緩8('j11)1，が民間してい

それにこの絞斜地には二j"fのよい森林があったの

との殺Jト本に(:tT首î !fJ な !![(V;í;をn じた。この胤1B は) 11沿し、の )1:ぃ、子見Ly\:コ絞;fo~l.対立に発~í:-r る )ß~~t1~~の一-wuであ

るつ ~lD't JI武は Jての広い筏;íFI f去においてさらに強化され，

日，

'-., 



爺刊乱の付，het~2Jl とヌ l3U;';! (1:' 子ゅ際rLJ' 沼@

る"と く p りみ

-泌-:Ji:i)

)~ ある。

問 m

;);) 

苦苦褒J !I上流機 ff'1i)J I ;:ﾌ ~C'.~芝，lJ (1, 932 rn) , Iij守岳 (1 ， 962 m) にお1を犯し， 市長i~--'" ， t主流しいと

般にてたり，〆i~!li分総より免する 1\1/ W10 凶 r リ r~filIt ムはって加の南部でホ rJ カ.!i i '2:{~ニ t1:， i将来 1;，'E とな

りあ岸iこヌ刀ピァ証言して夙jJfJ[lj域ぞtI':て rhj?frt し， pj百万;で!r!i$.JI !f C子じする。服、容は 7えヌカピラ JJ: 

にこの合流l三より L{){~lLj灯、て先し?と"沃の府立Jは任、く。三万 Lt?i:{j い U!1lJ'lで阻まれ， う i、ぷ績の rh~lIMSに

はちJ ベペザンケ (1 ， 836 m) , r阿部!Hこ i三ニペソツ l.Lj (2 号 013 m)ョ正].:r!(;，北側 iどはすílEI[I，コニ石狩 Ei}，

ムー:[;[\IIJí ，及[{[lU(C(:;t ピリベツ ri;~~ [i!IJ クマ不シリ十台 (1! ;Jり(111) など、のふiîrJJ カiある。

i しつづ~7l[力説の Hl\i:与では投たじïVí 々に人いノ誌;bJiWl与l.
明」リ_1..- _'. 

。 /~E~'ï!;i 〆ど月 c

JffilCD)J [ílJ ~j、 iすi辺から rr:こち)\，つ j ごドヨ鼠どL:T守 EII: }\f仏ート訟をムしで折、減 iと !X< とえだつ 2 JiEU;ミカ守あった。

iJプザ1 l?" .t 7-fぷパ}ω、 Jコ すとよ!っドり↑f}j::持封切!の〆主流タウシニl ツマミ JII など1お国のt1~()) i'~Dt5: 

たり， Jよい lメ白域 Jこ殺した瓜ルア
.~ , 

jf向 tlN て、あるが， ltlJí;'.;U.u攻で出JÙJj己変化が制h)，いので民答臼 1泌がノトさ<.JúUitノゴ、乱れが著しいU JF; 

洋文Ì/f ~:<千J t:":;)1!~ 立 3;[l'i{{ -( FfJ;7.2分水(;旨から吹きおろした流にさ入り， Fiíl{i j 会長円高i :))所々:ご!札よ4，

!t L::た。ヌカピラ合流l、のとち{t0) ;f~iitV:j;ヰLh}l'iζ ì);t! 、 Îi&í';} j虫が沿り， IÎじ!lJ4~ に rt-: l � J&~::J~~ト]汀也を会じている

めか~:t:101 され，る。

けjjSJ胤?とよる J&V!!if(まウペベサ、J ゲ J_!CD 底辺!IIHr"の}{!i:L~弓{i!.);!i 湾総:斜地および::::J没ωj乙 n;訟i?1

??地 lとt:L じでし、;;，; 0 

!?ij段以下の流域およ {ごイじ j，: カ" メト生ップ /Ìó'L

./~(のとの?ドち'f~:{j J!jι に生じた安全えよプ..:./~ミ ωljも~~.~;:士山などはやや;人きし、もので他iま IJ\[、ltÞc九であ心。

r?，j' Qâ分 ik設j よりのり;きおろし風(;ti!r' iJijli J:ì+tのノi:ikl\し _':L .;_:二ィ;了、fí:7:;A~ 1lR哀れ i: ， ::::'LTJ ;LI守の 111霊堂ノ糾

Jtl!れで JEll;ながj旬、JÉri され含 きい川、詰:2 fiiîi死去三kCた ο のウ l土;?現 )11 (J)~\j!流 {nu_)!EH~~ ::1. ニニ GYHs;JI筏の

~iaí 主主;----<:予 Jll沿い lと生じた o fl�O) Jつは三伎の北部} ?:. ,f!ÿ {'j'約九二祢せられる!ぶい ~;!l ，R:ij t1J， iζj十じたものであ

ちづ忠の広さは京湾約 10こ Lij色合Jt.t~ ~，-;t:=一JlllIJr ， 1::" リベツ ILの d必ずili~;n1 で合 ;三ぷじr:{:.1) )!1 の流域である。】rゅ

~~) ; '-。

km, rHJi:,X{0 G km で， !lj刻印さ fコ形 JJ綬斜地マ了あるの こ ζ で !HZI;!丸iJl強化されfこう点張);t:.r7)~主了手をよか

つ/.:の、で大JiIl\'0f-を生じた。 Jï\Vi'íl)j!p](~trイリ1iliき地 1 も ~I~夜、じ々ろっている。

J 主tの」うに3 このiT1EJ1~(.C ~.士火さいr弘容集団地 31な{ifît): !t じたがヲ市jlliiilí分 ïl( {i(~l の胤(行j) Jよいである (X'.'~上

白 Þl1の!よい地誌にもた容が~.l、なかったのマ，々15(1)& としてみると):1絞肢の!舵

(i劦) ピリベッ)1\と流域;ピリベ、γHJ二流の üi!，沼地立並i\EJI!) 弘努ょう三誠心東側 1と践す j:)Jt~ 、流域ウあ

る ç ;t:.-:i/E (ひí'J\ ì7Jltはピ 1} ベツ iち 2 間クマネシリ憶のr;r;j\， c.;をして南東iJ1-t L ~ :.! [:';;;;!1分水嶺 lこ免してyÿg間流して米

る支ぷンt! 1) ベ、~!}] 1そむとさらにf:Ã ù;.~ L,) ;!.ji rJ:.t iしピホロ/コピリベツ)Ii.司トウシ i ，右 }jlìこヌカオ

ンH • "WIUI! などの ~~~){tを rちわせて!品勝

本流域'~tVÇL 北および耳l_}j' Q) 高い分 /J<;誌によっア llij まれ，汚刀、はけで，{l\ く， I有南 EEîの d沢氏がち完成;と[次

さんf人ヲ民?とは 3P;;~}11イ九

ツ JI I， ぷンピ1)ベ、ソ) 11 ，ヌカナン)!]~白i1}1] のよìft dl {:Ï:rJ~lねにさLれてい o

ぷンピリベツ [j l~ ;J~ CJ カゼリベツ)i I の !.ì)\{IJIJ訟は l t，{\lIj!.);:r;前日)1]の文机ウコオヒ )1 i ，次点ノィjむ ピリカ

ベツ沢心泊ftJ或と援する );q;:f:El~): (.仏ιfJlll分ふ;翁で， Ht~答はその1打~~j:fCii況の鼠街地l<:::'l

分水嶺の風:さは;，カチン )11支流ヌプリパオマナイ沢，二 :sr!f)) ;j:~ ð1tJj~~c!::とじたもので， とれ七) 0) JiUl~8~Jtt~ま fE
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。

戸
川j
v

1fiil の古延)I i文流タウジユッペ) 1:流域のさえ.!~)x&(ζ絞し，約JI三ばそれに主主似して口、般で尚巳の変カ'*111

かいので風7Zむti児もタウシユッベ J 11流i試の泌さと [c，j 絡に)邑ljfJJ)j ド'I]CJ変化が皆しい。しかしとのj;訂以10リ立湖

南湖ほの Ji~l， Ic'J主t[;に ?-f'; ナこるので，風容の売店密反はJ弘前倒タウシユッペ)!! i'ì'乙t以の半:ケぐらい℃あふ c

卜。リベツ }I :フネ:1れには l叫し 111)ボンピリベツ，との台、流f

あるのふれも，)!l i~弘、綬~:'f :li jl， iζどとじた J:1K占't也の {ýrj"，九乙の泌分じ:) 1) ベツ)! i(立病で， ) 11沿いおt訓什!iflD)広

い去去~~f均があり，ここそはjJ礼子I)$~:I:長くびにき波つだため ~'-f じたものである。

トマムJiI ;;i.;l、ロカピザベツ流j:1xのトマム!1Iとクンネベツ} Ij流域:との 1 ~，土利 JJ I.iJi Iの支流で，

!'ldHlJf乙クンネベツ )11 はトマム}! 1流域の:!t1JFJ:ご{#する c 阿川ともその .LðkJ或はあまり広くないが然rjl!'J立な

成立?を発!t. した:0

とにし、で及U1ít して下J)J Ij)1 I iと弘t;'! →ργL: 

立どザ〓ィ'Jlt~トマム)]j 4:.:.ðff(立ホロカピリベツ Jけとの介爪嶺の京内î u:.Jùl ノ p

ぐ o Jj゚� {゚ 1r.i判と交流ニオトマムn フット刀ろエオトマム) 11そ合する。 }jÎ，\::;4: は本流の:lftJ::流部とブ町ソ

トカラエオトマム )1 i のよ 1ft I~dj ~ζ少LL，ニオトマ L.}iitとは多最先!J~ しに。ニオトマム) 11 は仁術

Jシr 1Ji3"~J iíてとの分ノぷ{誌の 3R側 C0 1I!J: ::.::[Wrll の;jヒ'11mj ，こ jとし".設さりは北京:片むとえいで]主流となり，その「流は南

玉医u1é となってトマム j ljí乙 11べ c 滅容は~i'JJ:流 HiS 主り上説、域の玄;とbミ，tp1WJ阪 li立さ;Jt~ ï:且1&亡発生した。成苫'北h ~.立 i{~

大きい lijjt!;の;乙出長なす。とれは地浮か ....+i} ~C.~支斜なためである。この Lトいすを起した践は茶l ニE主 Lìから

ニオトマム )Ili~t淡の潟泌をえる H~，主えからのりこきおろし，(/)]$j風で) 'ul\担当方 rbj ，lN~'NEでそろ京iと日正しノ》

っている。との!主í'g地の 部は!瓦r::の寸寸界ノ沢やプッ卜カブエオトマム }i 1 ù1成郊に延びている。

プットカラエオトワム )Ih'/ft.主の，IülV-'~与ば及上波却の分ノ}ぬちにメ:きし:嵐等i:'Jj)!~が生じた。 ζ の収容]iJ2{立前記ニ

オ入マム}II流域のjけ抗議功、白;こ蕊続している。

クンネベツ )11 iJ.Jぷ滋そ仁月号?lK E:ïtJ!l:支伊桜/沢および百件試υ 沢」の分ノ)<1誌の浮去し9 五をも

次いで主主流となり fî持 iご I 支流を 27 してから宏、:U;;:区域点二 i.Bて泊以となり手I1別 )11 ;こ注ぐ。[@;:~与は .U!，tの

!=WJ ~:，Ir{ {~'f; (~ては rmiÞ~手 iζ，京切には_iÏ.~Nむ LlftC iこ手主主〈生じた。立た荷台とより]家主1tntllがる所 VTfIj}Tの i白、頭!ソ

の流域との分ノ父綴ら折、れ;↓;る小沢安企i!Jtする1)むとの!NF(~l 耳fNrtで tc. ).~1 L.Lr胞に会rIT:i(3;J ~こが品、会メ 1: じた。

この )iliV2If地lまれ/いi) ~~i}手 ~]j)J!1 iど生じたぷ;:lflJ と i会総して大きいr以 ;S:日ltiJ七をはしたむノド流のE夜討し郊の

!:�ﾎ i こ iê.件付ζ合ノ:入ヲる文{j(CD __LHt 、ji!沿い刊づじには連続レて;]、〆合じた。また*-1~'だから市原流移

則前Ji 1 流域の嵐官ユnfilí1町 Lt.Lぷは南東流でラその24-J42のから}創設の片付也市11， C _l J\);t.tl:i-~~t{γε多数公じた。

上 4 地況ので設も /J、さし泊三、，10' 16:J域がj;i~いので風寄

であるの j'1i\ J巳はおおり'tl緩~rjで地形による氏側i ノ!:i l日々〉変化は少なし IDHti;ゲ I!i]i立 N"NN Eでそろ

ザ I げ

つし v '/;) Q 

り売してよ~J:~t-9~ と) í::f.iiI川など 4. !liジr{Zo_) ♂L. 1J，;t 刻~! LJ'iで¥... i};4:)! 1 yj{.tl:点心胤容は本流上流部および

j市こ究内した。高山 !Ii と: t マム)日，クンネペツ)] ll~]íttii. Q) )~t]，/~ぷは杓当人手}j;くノ戸TrIJ?z'であ心力~民、子}l~{~it<:.

jfu梨、の大きい本訴しおけ二びピリベツノ I!杭域(})鼠:々はおよび中該 l ， j' ，IJJJJI!U)会子氏域でみる c中答率tU江

ピリベツ jli;ふ今、、の:tf.i もあまりよくなく，また会mi\，Ji-tX J}jZ(:tili: iCì(ßぺでおお。とれは十勝)1 入計LI ニiん

た、ìtUI!j)li)或j~P川区域とともに，;11;1< jj;L_L iJ:-Ellt\:ゃっ t見 IJI 氏。) -r!.g~}l:\広域より合!II， ())中心7ふら泣く " Jt!U丈も

\GJか JちたためとJUわ;{'i_.る〉

E3守)i!よ:流地域(イ、Ji'三; .No, 1. 8，""ノ 2(\ 23含 24, 27 主主総〉

本地域Lt本道中央 I'! 岳 ijfjC) i-1 l心そ iLibうる ~.Lj 防総で )!}~:~)J も i.tlÍtか だがまた後f!l: 江主;禁治のふヘ/アjム

(6) 
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万'F;fCíi市ノ ff( ，錦糸ノ沢，1心γ恨I]l ci立大室主山より殺する多数のノ 11 がある。 ~tな)11'2:上流よりあげれば，

リクマンベツ tと，天幕沢，白 )11，史上.~ræ!l! などで，これらは大'&~L1 jから放射状に;たれて石工i~N.) 白水;:R.，

川 lζtt ぐ。 と流郊にある錦糸ノ沢から又軍事沢までの諸沢の r[1 .下流ù!j流域と次のIr~ ノ沢の上流域i立大宣言 [11

からの強い;吹きおろし風を受けた。大雪i-Üの乙ilií;ま頂上: (段~ 2, 200 m) から線高 1 ， 300~-"1， 400 m 付近ま

ま/こ }1]lÇは rkh さlOOでは急l峻地うをなし，それ以下の 11 1肢から ) I 日手の態とまでは比較的絞斜なまtjljr~でおり s

Lノて本ffi'Uζ 臨んでいる c 大宮dlをI!X き越した強嵐は中腹初、}二の急斜:Ellliζ は~200m 

あまり強く当たらず， r_-，IC1絞以下の京創刊地\jjiご Uよ:く吹き ~i たって}jÛ\答をあi し，錦糸/沢から;:;懇:沢の主主沢の

じた。しかし )1 :岸の急斜地には風容はヴ:;vt しなかった。またÍf~

ノ沢のド阿部主?よひ白 )1:' 5主:よÈjMjJ iIの 1JiU或はノにこf[ILj のi!l:î ITIT 山腹となり，山肢を"切線方 IbJiι 吹い士銀I!æ風が

著しく強かったようで 2 会 JII の r)1 。トn流-m::流域~C全iIüÜ'] :と )lliV己を生じた。

_j-:_なものはニセイカウジユッペ Jl から発する新大問ノ沢 s ノト悶/;本流;j'_-iFF1-nれとも多くの交流があり，

沢・篭気/沢，ニセイカウシユッペ山から:社;習に}1sびる分水嶺からぎ古j る短い交流砂二セイ/シキオマツコ i

川珍双~JS31j) iI・ペンケソオウンベツ)11 .古)!lïなどがある。 ζれらのうち古jけが間流p 電気ノ沢と小凶/沢

が溺流のほかはほとんど r4~'間流で，流域 IJ 峨 l立大{i-ß分~目立ITijであったのでて，大雪 111から吹きおろした 147Lfi

ðî!誌はとれらの)I! ，沢の流域を除く次き上った。これ~) {F~のうち Y，ii大路ノ沢はH1U-fU与えも :21i しし流域全iEÎ

じた。 またノド主誌の ~tjJ-i~_~側も会ぷ2 と li'，]l乙発生し， 1i'\:rr;iJ 沢 Jニ rtrf~気/沢;正月j流なので

ここには胤:2fnま機iζ六 jili付近から支流綜山jIi合/Rc点付近までのJ 1 j俸は r\jJ さlOO~-~200 m の断緩j悲そない

現れていない。

~ーするにこの地区は風上lζ広大な大祭dlがあり，与が大きくさi:イじも悲しく，大宮UI胤2i子商の制度以[二

の;告、斜地3 石狩)i JjiIITfi苧の断祭地，小潟/すての正1岸流域，電気ノ沢の.J:おじ-1[;日 1J_ど渋々に滅容を生じなし、部分

じ p このほi去の風寄フミーíIÜfH(ま十勝jfi企流域のそれにもあったが3 その他の 1I1地は金1Jií的

匹敵し， しかも大部分が滋AJ?とγ〈二石狩J!i 孔上主主 cJJ -~C j~主も;にさい風即決議区域であった。

量5i忍;t昔日 e 愛J.J IJ地区;との;地区 i主管f辺f心部)11流域とその拐に続くエチャナンケッブο) i! 流域と愛)jIJ

地区でおる。

、
、
，JI

 

'41 

・

1f
¥
 

留i店主部)111まチトカニウ、ン 11j の JtEGiJiîJじ見 dlJUR の(il;II!J Y，I~ より:でして-[El潟西流し，主予くの交流を合ÌJ{t

して上~)lj m] の東部で石狩ji(に注ぐ。この流域の ï=vJ;nはおユ川右芹さにあるニセイカウシコ川ぺ山岳支店筆とす

る ;ü{'，flで 9 東{!j[jが rUJ くf!ìiIぎ;がほい。長:ヨ況はおおIJ}II 流域とのう)ソ'1<.嶺そなす:i~.5も [11氏 9 北辺のJliq立諸冷)11 ，

ナンケップA{q[i天海}IIの流域との分水器L ト1

) 11 流域との分水嶺である。 biu竣ゴ))~~まと;九日a~ }j ~!:jW;Jζいのマ!サと λ:さい;訂正二がある。支流の主なものは

j主j孝一 1__ ，むとよりトイマノレクシコベツ)I!，芳次リ別 1 ， ;{:j" þ~~伝iJでは上 ìlt より;t{ン Jレベシベ ji I “オタツニタイオマ

ッブ) f 1 ~岩九 )11 などであ.;;， 0 iêl+LQUの交流は 2 JI 2こも北西流で裕辺の分水fij:âの j{t{\ ;~~~'tJG にあり 1 ]キ~部の区域

は風!二の分水嶺が!\~] <)氏一汁告lilと対する影響 i立大きいが，阿部 ~:l低いのでその影てれまほ ζ んどみられないο

-i?に雨前が臥箔 riiTとなり，潟TIî:í IJrD支にた小のÆi\~G:地手じたが中:rm皮の被害でぬる。*~妹な鼠:主:地とし

てトイマ/レクシュベツ jリ流域の京HU分水!おは級外台地ぞとなし， ðJ5:;山弐とにまたがる大きい抗手H'，)j地 2

筒 ïjfi-を分!k磁 LIと ιt じている。

ヂn初日J; 作文MU立大体ih流で， r手1 riÜILlilムノう 1民街頭となり jIITr~~J~t をと :~t じたが， rjf ンルベシベj けのJID:~::I~lfは最も大

そのi~>íÞ1~にわたヮて六地を主主じたのが注目され41Hと消滑 !ii流波との分水嶺は;占l ;j~:i 合池そな l_/ ,. きく 3



;!司爺丸 rl'隠の !D，r:\j紙:~ごと tjJが1~ [i~1 Cff. 時どい irE~n ・・，t~!:G'_\) 59 

る n F ~)).t fij[.~のうl .J ソ斗イ )iL l;i寸 ο!í~J或 'J Jt)], jf; C)J {J"r_-(七勾iか， , 日1VJ山 燃{j 1J カ !ÎiJ の i1iLi! が設し

し '0

流~えさまが\としてみると， 1，::J~~ ・ UJrl店1 む;i[Jj~の Jffi.l;J; l~l:ll~~どはほぼ!日J じで :\;1むl .r~t'T" J:) ~S ()との rtl2!えは Ht<\'Jω

1) I i :ltll!文と rlH''"[':.̂ (}_) i;;jr:む )ì;流の i-;-r;j tiX.1t~; JiPt:l:~~ JtHの切にはさまれた l トJ'.;f:;:江である。

?X{-とエヲャブンケッブ)Ii流土知辺]志 ;~n) 11 fi~-i: 11況のjJ1J:(1)) し，その)tJ'LIi.t_); Ji，& il 本 ζ泌し， rn!ll 

その分ぷ滋から発して浮し!ノア次いで回流し，述 (::1 クツりンベツ)1 í ，二一j- L:総沢などの;主主;じえとら才、七百

将ノ I l!こ i下戸。 ζーのみ:dE :f3J び交流i土問ろえて波紋のけ'1 ,-. �q rirj ~} IJ;肢がJirrUff訂 L なり，選げずそれ二じだっ :l(!:l f'-

ヒのおnカ吋、ことは焼事与するfp，;'P ;;t:i'i[j)iI (íjjlTIだ tiJ\ と悶 111でJiliVHT状àlT，もほ;ま [\ì] じでおヘ:) .) 

交日IJ泌氏ばエヰャナンメプ)I[ 流域のrIE ~，ζ接 'v') mJ:lt8ほのバrjJf:ij3 q :Cih g ~じ Ht.~;~!-子はおもにこの

じた。 JEíj出ノーのと rt.l'~芝炉JI Ìl (317m) と;i1 Æ.i、 ILI (715 m) が)I~iiq から[材対、 i付い\ でのおcf(才

分水右足となっでいる。との地!ズiま大体南下再開!と干し 3 強混ぜ~[ELfIí':ごY げる t{iUf;-C あ芝、。そゴ11 戸川、古 ijiまわ狩

)il河畔のrtい平f也 ~:!J}:伐の低IJ[ 矧~，;j--{}~C ~ 風小♂えさるものがないので， h烈士?をしく ~~~Jl 力、ヮナ: ，\T\オ〕れと

が~ _lfHt!.干の?;'ðti :i 主力!j{" v: 少 i~j、く，辺:W;IIIの潟市 IJIJi!X と rb交JJ iJ lJIの四万に速なる ~jhのì"å(ilÍ rL阪に['%(j;qi引の

1I、風州司令~^t L;. i'こにi/iJ ぎない。乙れは 1.1:液検オ*j/~ ~t かりだためと思われる.'との的vzr土オ< (11.1) JLl2阪の 11 ，

でち片11wT35:; 干J メ i二号訟の Ii:誌を〉小 3 いと ι 月〉アある n

なお変 ~J1Jj!1 i)1t械の殺 J~.11ft 1irsにの主主主lt!があるく Y Y{立芳、取)11]it主党総目地区ユの分ぶfa:L火 rEIJI.i'IT

倣)のrl'lTI1í 1I1 J112で， (jコ分永、綴1~' ，-ìE~( ノj功、\\認 i也~t:'・多数Lj êl二石狩川 1.�;k JiF, (t Häl, ';�( c川

その 4 分減r:1" ::;域が激怒 @V♂jむヴあるが. c <))分l:1]x1だりはJt~1\~iM少なく あるつ

(iv) や朱思:j) II;Jit域 :ζ のよれじえ]口 '~S<f}:ll{?h主交流 1:1伊朱別 )I !i λ以) [_I -I{i}Jt1l ;~h'?::;一) :r]~1':r )l! 川、 fパ ;.1えがsi]l

としては J\fk ちド流lどある。と し， 泌氏の京お kび院のは

こよって刻まれ) V-q'.)i~'まノヘ 11 )く流の f" lfitrt1!，;N}争ゴヒ;ま;欠郊にイ尽く Iより石狩!I: 沿;ふの 'V'i!手にお:く η;]日立の災

!Ji:. r:~!H;i ノ i! J~ 司ニ~0リ']Ij)11 Mlt，\;正のうわうえ綴で，潟市持、から :.!L北凶 lこり， F~ltlこ木、iüüL! (920 m) が ιちに そ 11 J: 

り )Uと設、 Jr'rlJ (351 m) , J4�I (691 m) , /i垣 11， (52f， m) なにが必A ぷ。 i 幸j辺(;)!)\è(主米議 II[から問へ rJRIT.b す

る)二>j(1vJlü (62:3111) などがある 11，議'j~C) 市IJi1j ;c jをす ペイパンjl);:Úi点王の分ノkト i;i;ず「

I1ニ朱 5JU J) i ..� 添いの大;f-LおよびiE.J.与の C;Wci)(IL沢 e おノ沢 e 松/などは [.;~~'H j 日分ノ)<\1\')( 土木似合 して IJI!Trlæ

Jiじ;受?二ゾJ比t品1てな工い LJ北ヒヒ!的y勾卦 ，なむ !にご:渋1れ叫はばi才rし 問?せj打♂

iに乙 IY< 子きf'カが1 ワた。 名 j川!Oの)tï行Þ\字H山j九rJ浪l必主カがf幻)武1:[:日“川訂ij巴、 な:り7 予 ;(j!:じな[lJ~~t:(伐に J1勺、一九 じ允，'!弘 !llj

さ rL! J]長(C(J. s swω泌U;t IHlI げÜBil となコでく l氏念日i たり，ええか:~�. _L]カ B ら Z付託 I LI にかけてのt::ぐ rLlilü 出 I (J) 

二iili統した大きい:ιl.igf，iJ:iUそ生じた o J[VjVj~l] は主!日じのたJ~HQ変化が少ないの芝、 k.'+、 .NNEでよくヂろ

っている。ことで泣:はすべ告は~ RRt:Ö~綾淑そ必 J)協什， 12告び〕万fòJi 三 ü[，(FJ:こ ;Cé っく主う lこ出!日jす ぱ〉で P

JfJ:(!l ~ÌÌんf<fÙ~Ú)稜主主泣くにおト了る)試作j方向は-Æ引

ばあまり 11: くないが ， .IRl空手がさ長ríü 的((て発 ~:l:~ L，激甚jな存在):;} J.j jこ

(7) 常i5 J lI流域〈イナ奴1 No. 1?, 20,- 22, 26 参照)

，/;:çEj)!!~ま万三iふと支ùi'è1mfJ!1 J r!- とう}il ， こもに iF1 総ョ ;iJJ;!':J也氏の及川I.!γ}/l< fir1()来日 し~ w:dt じて p ド児 1.1 ;'ft 

より It薄日l してオホ…'/潟;こぐ。/↑ぬえは_L~:Mにおいと十Jii.'if~ ), 1 (水対日〕と t J;i;. 't店主'， }IHζ 分イ) 0 { 

忠治呂川iIま設も潟 lこ 2 そのjヒ lご一L-ri~(常 ;) J i!ユーも!::.ìYt0) Jin's. [.ベ法で i立

lま lま政訴しする。
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強風はN'i辺と Tf9 jJlの分水嶺、そ総えて流域内に吹き入ったが， y行方からの風が強く仁将常呂) 11流域 ir.:大き

い成主iーをiJてじ，北(CrJ くほど少ない。また三国民 ij!f，r!，の凶側分氷僚から吹き込んだ風は割合s]s1かった

ようで，滋線東 )i 5~'J8 km まではJili\答はわすかで， それより来のj息子に多く生じた。次にこの流域の風

容を本流日立と J!ttJ]Dj! 1 i71E1去に分けて概況をJ!ñべるわ

( i ) 本流上流域・支流仁符J;~;~ 日Jl I の水í)Jj! はピ IJ ベツJIlの主主 L流エオマピリベツ)![流域との分水滋の北

側iì:こ発して議 m見iiWt し， 次いて、花泉流から潟"*流となり， r� !JI (865 m) の商麓において右析し南東流と

なり，さらに北京流とな勺て本Ùrt i)こ合ずる。この )1 i の流域の底VMt(ま源流の東流流域にはなく，その下流の

北東:rAtおよびlfD:r.WitB唱の[向洋流域に生じた。との)i 1 は布陣(別流域が，11: 心多数の支流があり，名文占íU土成

I 流域のピリベ;; }i[ およびトマム)i[との分 zkt誌に泌を発して大出分は北京おft} 古;))はたして{一勝常日 )IUと

れ:ぐ。各交流の流れは強風ゴ了[pJ にほぼゴ次ずるので， Hi\J~MtJ;Riから吹さr越した filiHま各支流域lこ強く吹き込

み全面的な風答を主主じ 9 後/沢，孜丸 J ?F，~} ウコオピ川!などには激甚泊客を生じた。また風土ιilj分水嶺 k

lζは所々に広い絞斜地があり，ぱ. )~l\T のTiFì流域!とまたがる大きい風~!nむを会所 lと生じた。またノド;fjf北

京流部の両岸沿いにはjエ;い緩奈川jがあり，阿#j=流域lこ大きい)誌等比IIそ生じた。 また仁Jt，':品目 )11 と:土居常呂

) I! の fl日にある独立 1[' 中 rJiの Jft 穏ü:i l には仁!J; 常 iTl )i[を吹き下った強風が五百iHと炊き羽たり，宏、 IriJ ill]一帯 lとノに

嵐等地をfk じ UI殺から IJ(1良まで会 IJlrlìi の 60% 余が風等地となった。木流設と流の東ìJfi部流域にはほと

んどなかったが，とれば ~f;j側分7k註~tとJfi践し，媛、警の少ない地域に入っていたからである。

次lこ '_'_L'H~i~1-j1? /;引 iit士一二 !JilrJr の東簡を7}<泌とし， lifijjfqC交流与を集めながらほぼ東流する c 風容は間側分水嶺

の波紋より 4.，.5 km 者しれた;以*0)地i74Pl ご ~t じた。 また南出の，í~.ytH'lijt' 2:!1) 11 &111戒に主主ずる i支域lこ多く， 北部

lζfÏ くほどJÏ\'志は少ない。との流域で自につく鼠rざ地は支流ホロカトコロ Ji I流域の綬総郊に現れている風

護団地と悦Jm.ll (887 m) を rj"，むとした長い稜線が丁J灯台風方向 lご対しでほぼI!主ヌ]V}[び3 この稜線の 1.11

背 tJ緩斜台地地7与をなし，その稜線 i二lこ生じ fこ長大な風:~~::凶地である。 ζ の流域l士会体としてJili.1/i\\:(まにr~~

常 14 ハ j訴し域より少ない。

(ii) 無加)11流域:本流のdくおしは三間rJJの北京聞に発し，多数の支部iが関側分J.ト;綴 iと発し.1W[j:j{t して本流

lと合流するつ との?流7長t域の嵐1答喜 lはま一!刊;苦

t古t引:(はま土属常尽 jμ川[川I i流i奇1域よりさら iにと少な Lしい，, 、 c 流域で大きいØiì二日地は支流;flHI5 I!七川の上流部千IÇì.ζご免れたもの

で，これはt:)tj-'m' 0~1 ) i i の北京流郊のjjlijJ'宇治域や中山の南釘r.1.I1信金nïitこ生じた成主主地lと次ぐ大l!ii\容地であ

る。 この流域内でlÏl'おの JtJf，広士 (1 ， 291 m) は縦方(1) Ilh'.洋に蛇~Ù:する独\~r. lllで，風当りは強かったと忠

われるが，戸íiì誘:は浮nRTIïiの仁ÞII主より JJITHにかけて 1 印の鼠怒地をみるに過ぎないc とのようにとの流域の

lHiV占は北路ほど風ffは少ない。

本:tlI1J或のド'74 tlr~ {一RH"l市白川流域lとは!見上のどリベツ)i I と卜?ム j:[流域から強いJ!Ïi\が吹き iるんだが，流域の

地形も強店主を止1:ずるような条件にあったので，流域の大部分 Jこ t俊民風等地令!t じた。 日ðfN~ [~3}ifJミuじの抱

域の強風は問(目的子7.k績を斜めに炊き滋して;jミたもので，風力はWl{潟地域よりおく p 風容の役会も少なし

なおjじに逃むほど少ない。本流域のどー分上f誌の )!(\l答夜j主:は本流ト流峻;主人:\1'.(， !nUJII川 l流域は r[J容で~ -;吉;ぐに111

金流域:'FiSj としてはノc~~:~.tであった。

( 8) ì英語IJJ iI流域(千!I'Z] No , 20, 25, 26 参照〉

る北見.1j派の }~~t~1ち (1 ， 635 m) からチトカニウシ .11 (1, 446 m) に至るrJ l繊の

東 tli:í iC発して束流し， n;;いて';jl::)主流して自泌 9 メL潟市を経てオホ ック海;と浅ぐ。:れ諸民共1 より上流iζ大き



匂
5n

hリ11可爺 h1i

い 3 支流があり， :fi 11さ{\ilj ト:武 ~~UJ![ '>文!'j} '!jlj)1 1， /【 'J 手伝IJiι( j:)L~lfj1'IJ!li がある o J1rl~;M \'主主にこれらぷ文流の 1I 1

む LW岐につじた ν 次にや長官成~il~~:統合L!を、る。

Iil¥:HI L ながらjじ流して丸瀬市でか!j)JIJJ11 j武利)11流域:武村1)11 は武利治(1， 876 m) のjじト:7E し，( i ) 

本iHI.と合わゐ ?j (; HrtV;H{ は;!&: .l .{í)t-i'~'告の LiJV 1JUJ ILI iJi;と iIJ!.えの!n手[三流入守る式手Jl mJ{)ての L!j咜 ;";1¥ fC LI一人た。氏

手rjlii しJ)>(i !'i !j'流域はジIm)11 の又流ケシェ，j -:.(ッブ日:のìl:t岐に J主し，そのよケ水ハi{(まiJ:的にfとるのこのうr'}/j<.

ノァショマッア円沢流域から分ノ']'(w'{;壬次さ J也全体としJてあまりくなく，嶺の;巳;;1町立 1 ， 000 m f!f， );;tで，

j)/J j r'L� 出IIL !il包;とュじ，えハ Nr~:;Jj~ iま ;(J H!1WI 文ィア1LJ iJ( ょ1 ノアニ _1:.1-fiしはじ也 Jこさ人

り lìl\t分ノj<Ji，1 までの広域につA じたが，区域はあまり広〈ないわなおとの民法ばJtl!J日:))変化が制IIかいの

で， ml~ :~~t~_: L心主J日立小:さく会 七れもおしい〈 次lこ ii.;:~~: じ町長(ィ![ìÌ~干 J~:Vi J ~Iとの l ，iJ:t与えは交:初日Ij)! O)~:人fJff

ノ iJ?ifiL :I或か

ら京都1]分!j(溺ノ.2.::"/甘えし uて í[\ 干lE0j/ いコに吹き jさんだりすば，そのよ {jj{t&( と小出入手.l[lJ を多く !I: じたっぷ不ij

,J 1¥ ÙrE岐に じた J1{UI !D1¥ '}{ J訟はどの 2 郊jili む，会こし亡はあまり大きいものではな勺

J.kする卦ノ， 1)¥' (土パ tHl 口氏不1I均/の i 流 (:LIじi じ ~~{1たであるが，;(\,\ J iF( 0) tí丹市1]d-Ottx: ﾇ) :~{ 

_. 
山 ζJらみるとも攻守司山立の鼠ミ子であ

支;勇JlJj) 11流域 ~.k?in)]lj_}i!流域の京iWJi士主主利似g&~ ゴ側;土問l箆三J狭丸)J ß:Ú) ダッツニ「イ沢・新大(ii) 

i京 Jí尺. /j\ i年l ノ沢のì)'[メrx ~ζ践し，西側は土器{;ü芯 l iJ'iUlふメ;お分は川JII ノド ;;tじがし減 h: tt.、するぐ 1$,]1\(1J 

支分ノ1z r5'tより必ずる諸沢 2tをむよ(;':lj! 11流域止の分水嶺から発して Wîi!rt 9 る沢は二枚{行!1において会抗日ノ9

i充足 Ij J! i となって Jじ jヒメ:流して自作いとおいて A-;0~-'êi'とぞ7する。

とり〈そぎ 「が 、;'.:刀九 ，!~liV;!;i:('まセド{ れ f;Ï{({ふ
C: il話l.; � c... )~K\~' 峡 C))ln-U~~~ より F?!il自分

Hil符，tj12の 1[(\が余り，}:}~ぐなv 才しはどーの ILl Hlx0) 傾斜が急、であり，i'¥"i" f~j If1]おll1践に点々 iL じl たに :òß1 ぎない c

しもf持のの (;J も怒かったためとり、われる c 稲辺志!:~[)):! b1-E J，ÞtとのうJ/!<qcl 1ゾc火粕去の Iへい:]ILítをかこはよL~G 叶受

斜地があり， ιζ;こがトrlの大きい民百ll11 が!I， L:: j日また文i党別ハ!のけ i ö'iμJ 片土 111地 iと t!j主絞りと:;j:t~がありち

そのゴヒヰî ， frilJI肢の会主μ~iÎ (，立文訪日i]jJIを以き子がった強いイnlJrlr:!iPIを rノピ，

;*~以の Jよ山地合íj:([t民が流域そ炊きドがったので，fこそnより F iなじっ右片手~"~= ô~h~f ずる詰/ ~r:: ま jヒ討.~~c-:) 

民主，!{ i:J2\， ~t ノクく~ j:\~f;J)ilókhえ::~ ~ '.y~ iin _';J!J) [1 流j説明て炭火の瓜'W;: 丸、 iゴ 1)1):がり{れたハこの流域全般からゐ 23

と 11'1]じ散さr程度である。

互主流上流域:との流域ばJ見可 !jjll 不流および{:jj1'1~ f5!5 J)文式命 J1 み、 .j<.i活uエ〆ベ 3tJ 盤、'I~ Jií， Ujiε ・子!、
、
、P
ノ

'
1
 

;
1
 

6
1
 

J
¥
 

I'! はそ終て北京i.~.~ lJて丸泌おにいた

この主t~~!立の民'$HJ奥山花より J:~_{)'(tOJ ;t~{Y:tl~~~ ，_~こ交流布マ J コ川町ことじ/': '、止、丘:土 "j'i'M7 およびJl

の 3 Jj iJ'lLr 進むとょっナ問 .~t ~T? Jffi\.があまり s長くなく孔l:;J;:じり手も 2じくないv 瓜"i，去にま太古ωJ乙 111[ ， J 七 %λ

jLliri<の双山およびチ i カニウシ ;11の京Huの出版以卜Pの山政lこじた。ゴ i:"{Ì{辺Jよ、;;1) 111 との分誌にはjJ."， l.{ 、

カニウシ :Jlの iH綴 UJ京 IÍ:II(と発 !JP jJ3! 日ι(、j 況でムホ;ユな「て流 L"

プ
i:;J D 

和三会:卜があり P ことに大きい hrt\~:t: 、.}J:tl!そ/とじてし 1 るが， ιω外の iiliV在地は小]íli主い〉ものが多し、 O また JELii ク

マノマミ分水設付近， :fcf にけj! f;] き IÍ!)波:こは J~(~~2;:地が多以しに。ぶi九

1 1バた:起j支であるハ氏本U}i L J:}0J ;曻iJ) 1;流域ょっ幾分多く，

}1)'殺布) 11;涜i~: ;1u1iiJi1'lj 本以はよ主計十)11 の交流オシラネァアんJえと ωツトノl}(í~誌の再 llíùから 7ごし~ \'三(iv) 

lわ札ι(もして}l.必!司/Gにおい、てノドこすうjぐするハ i、{オこ大きいよ〈読を合流し， -:{'! N:~ ~ζ 寸 T::J t~: 1) 17 J 11 , J，'JV!こ

{かれにがある。 DK ，({- はと;::ら:，-+;:;~( l)tfの 11' ・こわ犬って v，ノに!孔 IJ;~ J匂も以前所/ト，じてい心。 11'
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り， J1!!Jt;の'5t it:が細かく民税!万 18]の乱れるオシラネ γ

が悲しV-'oζ 才しに按ずる本流 Li){fij主もこれに実ll{i;Z o人民i答状況安示レごいる。文i:;1tオロピリカ !IUこは r[J • jニ

完成lζ 人:Jffiì~M総数i:'H ilfÎ を生じたc) ~'主流砂金沢 l立政向上流'IBの :ù:.tl二二 )11 if，t主えとの分ぶ嶺に r~rJ ・小の JHtVi占地数箇所

を!j:じている。ノ~iJiU点余体ぞをみると， -F流tmJ政令l浮き全般iYJiこ臥寄与主，江戸じ， .Illi\'街頭積率は luÎHt己 3 討が或より

;乏かに大きく，大主=f11度である。

しかし治}JIJ}IIふ流域としてみると風t1t .}ê~t .-ß設は少なし!弘容 tfü積率ば常品川流域よりもさらに小さい微

仏q呈j支である c

天窓) 11流機(iJ[吃.1 No. 23, 24, 27, 28 多目!~)(9) 

との流域の嵐:ifi: i: 土木~~-t1/) J:. ~J~ ýj!Jより }:~i/rfおよび支流t;伝子) 11 のI:t\t::11 岳地誌につ::.1.:， 'f' •• : 0 米 #ι)1 1 の本流7Jq:fiみ

りくし 1 でj七流となり，およ:2に支流しt天J;j，;;I'L (1, t�58 m) の北FlirEi :J 1院に先し， [11服役廻ってj七回流となり，

l:. ::l:jjljで風害lX:hûをJF~すtFt留ハ i をたi区間に合流して i訪問地区 Jと主勺て[flîìむとなり，以1)[土 111 ，γ~.~f;~Ø}~Jll ， 

るっとれより次第に :1ヒ流となり ， ;ft ;tqζで名怒JI! を合流してさらにjじがtずる。との地域の京の2\'(立天海 m

から二%の;i\1iitJWi'lLi (926 m) ・杭HWdl (852 m) 。ゥエンシリ岳(1， 122m) iと玄る北見込山{ふ雨の界は溺辺

志郎)11 とその支流務内)1 i .クツウンベツ川および愛用り川流域との分水嶺で大体来阪に;1:る。 区域の北務部

は潟T~疋低くなり， 'ÌlL rJ l地祁Fから平野iと移る 1ili3ち勺，北および凶の界i士山の [liキ筋~ -~.fj!5川筋とした c

花見IJI[J!!Z l:t �H bi I\:Jが!日心台風の中心にもiJiく， Jill.lが:;r.:しく 5:}~かったが，その南子諸活Jili\ ~立 ilJ慌に沿って

吹いたので，山後の泊町tü j:d!Af1は特 t(二BK íÒ1強められた。それ切でこの民、i立地域の東部地誌に放ち強く ， �!Wm; 

に行くほど弱かった。また南部とλ郊のj瓦の STItさは東海地;r*-ctま潟fD~ iJ$ ~TIi く， .1[，1と進むほど s3~Jかったがp

2W i'目的'1-j'l:"では潟おと北郊であまり~2{~はないようであった。乙のほ械の滅容地11'甚だ、広いので次0) 5 1X {ζ分

èjで成Jι手段況を述べる。

本流水源流域:天J11)i!CD源流は天t&t~ +i:(O)北 2M!封Hこ予告 L ， rl l)LíIそれ!V ['i]って夫総!忌の四百l に笠 ~J , ( i ) 

向日éjcD i!吉川l より北濁流して来る交流;J~ンテシ:;j' )11 を亡、流しでjヒ l+rjifiE となり 2 次いでJ七?なとなる。北流ihの

上流のオ~" Xt:がの河岸地域である。rt--~l~のぷ片~ ~こ}~)Yit於鬼頭)11 が ì1 ぐ。ノ、:じま j点 i坊を応住[(jm合流点、よ

との l三域O)!弘容は t↑入;1ít)j<. ;;!_!~[池の Jdi計三fの :It.商ELi{と ji:主中して?，ut し ， Jff:~ Fi'l-(，Nえに当たる }}~JWÔl llj点! 11 , i以峡 )11

との分ノドÎli:~ まで滋l~~ .JHA:-;-lr lttが処びている ν/比州地域0)南‘ jヒ，J_fj iと、て本流;二会ずる文1Y-Eポンテシオー)11 

き JI)I'江 iと/]\淫Lお地係l析を 1): じたのみである υ この合流点より下之l七四jなとなり~ IY2 

見包jiH! l! とじっ合流lZ~こ ilーづくと北京となる υ この!日jの本流Q)]TI'� Þ~~Jtt~ l1Kは割合lζ 放く，北西流郊では:;(j洋側

この午j む ζ/J 、 !!ti\/1trJ告がかなり;キ:

方士費量額 J Ii .似峡)I! .滞留 JiI流域:この区域はお〆:乙 iこ災いほほkノ切手をなし，九fの災i土蕊激狩rJ.i'~

!ill↓ íûrlIの Ji~_~6d_j )jj[~: ， 1-~R ':ま.iLttJIIJIr;から yJl， i と jJえ :tiずる jろ W!LI (1 , 198 m) • Îi};;込孤島(1， 176 m) の rll 校， _-i 乙

が)良衛 rtせとなり，じ交流で(まYi:l ij J.V の [fo][i甘さ山肢が J村、街地;-(ーなって 9

!丈し-c I じ fこ。

\
、
，J

-1 
1J 

「
、

の界 iま!対官1 J:I と三汚名子 Jll 卜流域との分ノs'(衝で， Jmti!l はよむるが)(þわ![2W f己注;る。2wの界は ~IUおと R1Èi51ζ分才L ，

とのI~Uする d~嶺で，f'M郊;ま !Y': 鬼頭[~.か北{fj5{;l :f~:i 尽民(1， 000111) 安中心として附」じに)t: る dl翁，

体ヒrL!滋のしつ才t [jから ，)/~. 滋lÎJ'\ !I! 外 2 Ji1が閥抗L してとり広域外;ζ:1 1-\て:天塩川 iζ合流する。

!;.c , ::l ず W;J:&F対 8150)}-冷鬼頭 )11 の本;流とその支流および{以峡ハ!の本流とその 2この IxJ交の民:;1:'(状 y上手み

支ふ1ft立 F?JlJ-FI分 !J<倣の一九 il;i;こし，そろって jtùlti- る c 強し V抵は }é~~jj.) 1] ;t~mt__ 1:.lf:-t~主ょっ;ナノ1<犠ぞ越してこ 0)

ifi[J或!こ吹きトがった，径十、交流のおt\.êfW] 山 Jむj))混在U[lliとなって，おJギ dlJj1; iC 1:íüi的 iζ風お，を ~j じた。また
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於J江主tj} 11 本;々の1i J\lí!!rj ~J ~IT しい?認 íHI!ω容でその内HúOコ滋10'i ち強力λ1 たので， ζ の )11 だけがInWic ~Ü!liJ IC!訟で:

h~lJ~tLf，こ。なお あるが，その他のお}!!はいずれも l\J山ぷはるJj の 2'- _' 3 'V~f c;引

フH[l. :l~凡さは務 υ く jよくなり，紙、fi:従立んも及の迫主主主であコア:、

次;こ(以ll_~t::j[l の:交流:llJtl， i九捻ノすと(;LLY~dl!1R の守lìifií Iζ 売し~ 1-1.)治郎では件'l 1ZQiìふ � ! .iD Jm;i:j i々 }þ;~ して日~irlt

と ?JL る c さ:!げflf.iが必:く， iilâ!VJI !l1ょに)ムL 、添う幻自そjきJ上した c またうjik弓!J iこも会:

IEîü'J~，こ EH;戸長!:t じ， 〈ーの同~.v4{1!V， ~主主t滋i!fíi，び?を殺してj諮計 }')!lhktAtと延('}'合 r:']jìAf "hふう，trtV:~ fiFJiU k~ iを絞してし 1

ふじ ーの [<:ltI(cJ) Hむと、も紋であるが，こりややjiffi-fit~ゅどある。

榔予j}!Hま持iif81むのにど七 L ， I菊花j f'T;i 話I L.,) ;;j% {1~必、J' ,11 (1) JUflÎlIrÎ;ζ 売してEYì/tするゾコわせ， なお名

~f }i 1 との分;1< 1[0 より 'í[ 1. ノ}九 it: して三絞る支'i'~.t タドシ 1 ナイト沢を令して Pt~Z;，ìtすー忍 n メゴネ司会?!rE :fiv. .で jÚi日1を

:主;ナ，やや大きい JtJ，v!:;: 1tI:~ ~‘ 7γ 仁.~L'( !t: !、，.、答程度は lt_~~.)J<) 1t長 /71己流:U~!:.I三交vとあるひ

())区域の r~\:人'(J.írJ ;';j:げ訟も江i 十j で3 JLiと ;Jßtr l'ζ 従って総分減少す芯えぺ 金!玄弘，\'fr;: 5器 t~_: ;::.手\(J5È 31 

;fu ix r[J 111:人のf治主よであり

草月白地 ß: ふのは!1X(l::iCl;TIi) 11が WU[ljillIFÿltiJ，+メより{，i. 1j ご t 同じす る Ix Ii UCJ) (1μ; ょの jよい者;べゃあ

る。i:lfjJ4!' i乙流/九ずる支流:tJ子く，な支がくJをあげれば歩 :1.とおリボ2よりクオウブ-1 )11 .ペンケヌカナンブ)� 1 

~ /'';:ン h ヌカすご/]')11 など，主f戸三トラ乙J りヌプリ :.j 1":.1 "":7 アイ 1 'ケナシ )11 <k 11京n Dl)[l . 'i iJ illo 内

lli などゼある。 cDitU， r-えの r:TI\，T~Ç~b~~��. ~ィ ItJd(: と初心明日広;こう〉けて:i7ß~える。

ぃ設がなく，えれがく、間の I1 のよ介 l二分11J}Z し，税11 かし、 ltt
i'H' 1" ーマ:
I十J‘ヤ」ノ\が岸地区この泌氏ば(i) 

交 iLØ多し 'IJIち_L"C~.めるのf'i'j í'fj t.l[ ø強@IIJ;:iì さ 600 m l';! 皮の封鎖I1 分水慌を舷してこの :3:11主 iζi火さ込み

!っ誇 C'_ VSrTi:rîが J民\HiJïili となって記憶を?生じた。\'斗、六きし\J&t:;-t\~ J出 2 キ FTそ.f:í]Jtir';I' Iと主じたがs そのイi!.1J立小島1i七、

"11j，で J rふいじえ;岐にま土ヨペ5日Jillこプ'c :~:l:: 1 ノた。 ，~"ゲ

CJ 

/二人

""ノ ;{� Fi" :tﾙl IX, :名目交流はほとんど吟H匂，，!イで， その芯引孔衡が~;!i~ くラ民日れま白文ùととも :!:;:JflU.[lj i C 

ぷく ~.t lノだわまたH!ut;変化はj，二i\é Jtl;iぷと同税制かく!~乱é，l;:iJll出土小(-~~ t, � ~i. :.:人民域 Q) 凱 ι口付路内)IIG;([;]，;

Lt 相当主rしめら似のも似よ少なく，このJ包[~~のとはノfIl伴Jllli、くよ:)心なえ Iν芯Jj~皮であゐ。

討議 i i:iWUXr ，l メジ'ÍLi)! 式 [1 1治安殺も少なし 'f:う "( ;.!:! :j.~:*lil)J主のJ.JiVl戸で;:)。

(�v) 名寄)11よこ流域:この流域ω:;(Üi1j;主主将l l. i パからウコムンシ 1) lli (1 , 122 m) (こ五る JLYiorLil]九 iお frtrl\土

総沼Ji I とのうtiÍ(/it:ì, rJlj IJH は〉\局内 )11 およびペンケ)， 1φ パ γ ヴ )ll;;'j{{， J;iえとの分 IJ改iで訴さ 113 ゴ"はおお J!! の下

でfJfjいている υ 与)1 11;): 1封印分JJく主fb1 iiこ必ずるホロカナヨロ沢が以Hiγc ， ~tHL レ亡 {îJif111ij (ζi立大きい -).(~;;Jf~

コノJ ヤシン沢・ボ r:.i ナイ、沢含 fωJ'FUJ{ljiこはヤムワッカブイ沢。 .y .. ~7 ムヤナイゃi、:・ニ'1 /V S ナイ沢などが什

;右手る‘/ i(~Jこ 1) 止なって出JiliU} ぐっこは) i氏、1::;>よさ J試は文{Jkポロゴイポ ノ千 m't ，rt:\ ょっ J 流

L長とした。

~d))!i\U i !J~けのtílHH !11 i/t域より 0)にさ jとみ金 :JÚlNH、ノU:!:~J 立;特 iお':~Li ~C ， d� J/良の， \'j. 、 ~qli ，j さ l .L! J!L;ζl弘容がノ L:， l.~ f.二。

lは';fun立三ごち{t ，:_，ク守シン沢の JjfrU'ゴが最も多ヘ nえ!と;@ひ;まど少芯い ο 五!íd求心 J1J7JIH'flLJ ムの{j)i[員、JiI，初*惚

} 11 ìiitlix, ，}:ト， j~主と弱か勺たようで~ )lli~よさj::Ei'度も風 LV{UiヲUt\(よりまっと小さく〉 あるくJ

(v) ペンケJII ・パンケ)11 .フーレベツ)q;荒城:この L~J. iljl<t創立の Yi- r ま(;; ', ;j') 11 総省出 l1k(~:(D 分水rJ~. ，

tWITtまえIj J由ほのメ、#l}I!;{I Yi明lrメe と ある ζ 1Lの界 i:Llとお fiî低と級友[.j:{H+i とのでilH';Jn>Z J或

会つつむ*m~ ふ，íCJコ界 'l/;ýíudl (409m) を中心としJi右にある jil 々の IJlü1そ~;:=.iぷ絞としたν

この!返し誌の ilk-2;士名弘、:と民i'J}して/1:じたが? ベンケ)!iまよびベンケ )II}JÆし務会との !bltIJ!tili:ごまユく f 下、L::
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た。この山均はI由形の変化が細かいので版じさ問地はil:.:Eして小さいが ) Hli"j[均 rffi 山政 lこ純計絞楽して現れて

いる c， ?1dこパンケ )i\上告rL法 FYv<の間流{flj流域とフーレベツ )11上流の~ii段沢と l1~股沢のよiJft:iLJ苧êrVJltll山泊殺

に多く禿!t した。嵐広ノ程度は前記~郎地域より少ないが， f芸風窓 i、Il:lilit士大きい。 またこの区域の中~1むの

珠pj沢の 1)1流部5 ， 'lcl/ 沢の Lð1t~W!こも風容を!t じたが }illViさ ilij積 lま最も !J、ざい。 ζ の流域全般の)!RVi1f程度

は名市、)1\1 流域よりも小さく訪日地区よりやや大会い c[l';!HM. lえである。

ぐ大国務であコ fこ。風祭の程度i土地区 iとより I:jJ答から激甚答

があ勺たが，会流j或としては大さに近い 11，'，玄絞度であった。

(10) 渚滑)I!流域(付限1 No. 24, 25 , 28, 29 参照〉

iZi?{j)rl ノド~'ñtは積立よ、 :i[;!iI流域との分氷績の北側に発し，設初北見Jふt し，次いでjじ1ft となり途中多数の文

流をあわそf，沌ノトーでよIUiif となり，さらに北京流してオホーツク潟にLt ぐ σ 木;}J{および各文流の上流 ILI岳

地;ifj:/，とは強風が吹き，各所lζ激長JffiZ::ヴ地もとL l: 1.こ。本流域ぞ次の 3 池区 lと分けて T!li\筈概況を述べる。

( i ) 本流上流域:この区域は交流モセ )11 より L流0 )，-;: .文流域とする。このE討議のiちのjpiliま北見山!派

ì.ßチトカニウシ 01 (1， 446111) の北部で闘に iJ!!がり，慰問の IJr殺とな勺て夫総mの ]y;j{05tと連続する。 ζ の

東j:lEj ~と走る稜~'i，jU立長さがj 25 km , lþ 7\とにおし「ぐ北jilこ湾ill1ずる。東端チトカニウシ dl と閣端の]:)出岳南部

ば rW}J く，その IIjJの中央の複線の泌さは 900m 余でj，lû~日j より会段と!尽く子 大きく鞍吉15Jill形をなし， 強風

がこの絞 g~l)にほぼ直角 iζ吹いた。この分ノ)\.衡の街iílH立ffli立志部川の交jñ"t ;:fン Jレベシベ )I! と松内川 i の流域で

ある c 治滑)ll本流はこの分水嶺の問問イ、r近OJ北首i1[. i注してjじ*抗するじ l均側および鳶[l1lJ分水嶺よりずきする

潟支流をjilリ斤ぺこ合してやや大きい川となり北枕する。本流域1))東の界は文流フj シラネップ)11流域との分水

慌で9 本;流はとの分;]<畿に近寄って北流するのご t ";5' J~i){t城はきわめて~，とし支流としては小沢があるだ

けでp 員長南銘lこ行って分イくを震と *tttの「1iiが 11:，まり，やや人‘きい 1 支部Lがある。 2LIの5守、は天抱岳より JUと走

る北JirJllj氏で，本iれとの問がJぷく，左岸lとは大きい支流があり，主なものそJif，tからあげれば，オサツナ

イ ]1 1 ，パ y 夕刊し熊 LjJD:;~j モセ j:( などで，いずれも北京流である。とのをiU'，jj(ばノイッタ沢より [ι流)]1) と下流

jむの流域では鼠の吹きんJや風l安状況なども災なるので，ノ""，')タ沢より u花の街路と!、流のjヒ都iζ分けてえJS

べる。

l将 i'l1l 区域;おおß!IJ分水嶺を越した尚南部氏が強く吹き Jるんだ c この ij3X ，)副主jl~，*ifi-cの本流および東側分水嶺

のF持吉1)より発して北間流する支流域で じ p 三U.こ間側Â均F~ .fE' の東 iIìIより殺し

て;以流ずる各文流域 l立志~þ~~側がj対l'む lLiîとなり !{î 1111 山政には所々に大会い風寄!近}!llを生じた。オサツナイ

)11 も然流であるが} j'針~'}tË の関 {W1IJ(!lをそ流れる地形の i*1係で?れ!筋 lこ沿って吹きドがる風が強くなり， IH~j 

jギの山政lζ 大きい浅".t;. J也そを:Iじた ο 潟;!}i心部)11流域とのう}/.k.畿の段級は緩斜地帯をなし，ととを強風が吹

き結したので" liiijif，Uぷにまたがり夜帯71 415ピノ<.ÌIllV古地金生じた。

Jl二郎区域にはオサツナイ) 11 とモセ川流域との上流分ぷ;磁に尚し、総 Jf山諸μ~H妄 (1 ， 345 m) がある υ 北iiJi

0)11五\"ちは ζ のい jの )jjJ )"21のものが休である。この臥岐に次きこんだ閥、:とは風」のノ〈臨HI; からりこきおろした

ものと it ~~.IJI W�<. 0) f'_Ej jHlJの(則氏;1\流域から tll)Û!(を越して吹き入ったものとがある。消治 t~-;S~ ~ζ吹き当土Y ったノ，Iffi\

してえた~南西風で，こに)!IT{(が rl'íJ !Jrのþ)îi!t:j [Iii r!!阪におり， jl イコ;と分れて: rJJ肢の l手

とんど主任I加を恒!って次いた。 ILI般の地Jc:， /'ζliJll11]が少ないので s JÆ~ ノUま弱められず， )訊プ}はほとんど全，[1を

包み，ただ@\移iilお!であったi治問 I L1肢の í\ri<与えい阪城と風背北IねのけlHkl以!の所1こ1m 'f.tj地がオJずか残っただ

けである。 I誌の吹きカは 1 1t H担周辺佐官iJの ;&1，やj方向によってみる ζ とができる。
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ノイッダ沢し!):{íþj，流域とこれより U!rf の 2 本の支流域 f;J:治市民の I，ill 去になるため風谷の党立少なかった

が!:壬セ)\11/11]えは 1;弘|が lにりはずれたため相、百台こした風下手トJl i1主キュリー 9 ノだっ特にそ ω1I とサク )L..~

)11 ムの分;J(0;1 (1) 1111¥' [土位、、い，~';x斜地417で下 QL� JJlljの似紋 )11;わ主主の成事地と主1\続しん広/にな取得I立がJl~~l た u

この!x域のJflj!/I~J邸主j津小竹;乙立が休となり，その l!llllごの与;主流の風'jI;:JtiJ，がこれに桜続して大風帯地を

とじっ !ili\:，Jj['l1 itl2 1ま/r- i)j] の部:;J;:油のなかでーイリ J"dl としてはJUノ\で fl[i~/fl'}程度も iiえた級の激 /:!;i自でお

る。 1tj • Jl!日1]地区をあわせた平均嵐広Ig~初土於，\biJJU 1: ・似11j>:} i い抑留 )1 トぅn{1戎や憾iiìíjUI地区[乙次ぐ滋怒胞であ

玖i 出し，

る。

サタルー J!I流域:サタル… )i!{立 J訪れソ 110.コ左岸{\l!Jの大交流ヤ，その本流の氷iH;'(は r%j':j' iJI の;京 iEiiこそft(ii ) 

!J21設:tfJ予~~流し，次いで北京1人から ~itZkG '!:な，また耳1流 Lしなり，法 J 1. で NJ (it ，)!I((~今Hf~ ずるのム:~iM数本

は漆!;fjjj'，:r iLから|じのワ工ンシリ!ちののJI~Ji6111阪の京rIH (.こ発し，百Iúr( して→7 ク .'v-)I! の北存在 )'1\[と/1:ぐ。

じた、ノノ卒、流上 ììJl-(Jどいコ Jl1m訂正とえ Liごる南部地域の地

ノ与に労Ht1 しているが， .JU沼化 211'なほど地 )1'告の変化が*，+1.1かくなる'" 1;1 ~、て ，iin~副首二のノにき ~i~ 1.立本流域はノ\き

し !i:)c Ji!jむほど 1]\ さく ， JJ~ iJo1J jT[iiJ の芦しれも好しくなる(1 :z:.セ) 1 1i~μ北 :cj廷するサクルー IA、流域の分;1<A設

には {;fil流域にまたがる大，illiVJ;::liEがあり，立たス]'(源地主主の誠主主fjjt' Li Iの i ヒi日:とはいHWjO){çla~、):!‘柳関川えの

厄lWiまがù1-tのjヒ Òl{ "N:) よりコ」木戸、ifiU&iと多く

1は~\~手H']九七に !lÌ\続する大 :;tlVJ~i:['):]l訟を生じているの臥慢の発I1 (主化:ζJ住むに従って少なくなり，ク0.lli):; とエダ

マサクールi! 11九域では:'~I，、減し~ 1紋得税!\fである。サタ ié … )11 の胤~Ær \,j: 1è流域でみるとノピム('Tl:~，t更である。

コナシラネッブ)11 ・:lL't- J!I流域オシラ不 y ブ川オミ;九のんf<jj~Ui?;J}J}!j) l[ ~主主任クマノ J12流域との分ノk嶺(iii) 

!I] ムオシラネッソ二!i l

交流ベンケ ;1 減の分水点~Ii二 t\l"T'S.1: (l, :107 m) のえ し，

滋市川 Hこ il: ぐれオシラネップ) I!(立支がt7J~ タく，右上己都~ Iこはベペロ)!1 .イワナ in_ ~ペンケ 1. オセウシ川な

オシラネッブ)11 0)*をほぼ殺打北流して

チ↑カニウシ jJi のjじ品Îiζ Jd し令 JヒbたしていU:~冷 J 11 主ぐ o ， _úJ: i二!:1 

またた縁側にはデケレ}i1 1J' ある o ;~ÍtH乱ブi!Î司は本i~t í))j;，-r~れとほぼ占殺したので l氏'Jfl也も ;5;\/iA じ， また
守〉

C , 

王手 _Zi;~;~;~ の ì/tれは強Wt1'こ斜めであったが，日形iと大きい，:';jiß;がなかゥたので強風が吹き， I[j 岳地主?には水洗

域lと劣らぬ密集した!武百地を生じた ο とれらの本。交流の嵐広i~F ]f.l~ ;i'ffは広域にわたって i，，) JÛlj説 !15の変化が納

かく，灯台1)/1むの乱れの若しいjiJi である。 民主主江主度;主政芯liQが (~y ，とあるが介:区域でみあと jt;守主主夜であ

7 

"<:-) 0 

正問1;U(7)オセウシ jll流域との分水嶺付近vノトJiKv;r;:túl会ぷ宅生じたのこiCI二ji

μ
i
 t
 

--
4
 

ζ で肢につくのはゴUl認 uこ生じよ::}認可仁}ょっ，:_:' ~ヌL?i!1fli)I i流域の ;11)}立地ハ(，!&Vig Jt!l (ま jJ:(Lt };}A)JírïJ~と双び，

在おおい?ペンケ，1i r流域へも {II! び， J札者tl!l，の :&\1ご光山nま立牛 i流域の 1[/の北東 111箆泣くまで延びている c

治 n'Y[f~.の;玖 'I1i lむよりノトさいが， 3sn'rrLIWO引説:fl;: としては大今いもの唱であるつ

久的引にノ!、 ifl九ftの lili(沼地を

u二じたっ特 iご占一治的互には広大なi~;!J lt ，!恥寄[、l:I Jlt!がJj，\われてい/，;。なお ~tií![lJλ J:htU r 1 ;;)l-U~& の;gt\日tF!'l)2から分ノ1<

嶺をほし|川流域にま 7二がる大HK:'mftmが}好奇 Jこ l]r~I， n'\ したこ出土，この付近の北見LijW止を中心とした総志の激

却さそぶしている。次{ζ文治オシラネップノ I[ とむド ìll 流肢の風~.=l:rは /J<. i.W山岳地，治!と 11: L, rIüWtはあ主り広

\ないが，地形が小変化のまましい dl丸j~で激在主:!I二じたっ本流技会体とじて iもると，風怒)'Cltîl，'i切さは:(Ï

治問 }II の介入i:i1t流域ははJì21およびDïi){の j七見ILI阪を i吹き泣した駄が強烈で，

J守口 1および沙dU11 ・鵡}II ・告知 )11 Jjl，t :íIíl jfô出版に次ぎ， X芯liJllì~t 域のそれとほぼ/~~\;しい;1;い、であり

;虫lti~士事:しく設lX:[5t:級であ「た。
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7 。 ;商 要

洞爺)1昔!?)誌により北海道 Jこ発生したノド郊における宮前総後というべき大森林J~it1，自の状況をtJ，~彩しだ空中

写真を原本とし ， 1m)ふ森林j蕊寝泊。〉分坊やi均等状態等を34やすくした凶1lïj会務製した ο 同闘によって森

i*の風害状況，ム.tlJf!": と j武容発往?の関係等の解訟を試みた。この被告の恐点は次のごとくである。

(1) 昭和 29 fF 9 凡社以官九台風(合嵐 No. 5415) がす弘前予選沼海jjt近くお kを北京lと進みs 天海一税内

の)-Uj \，とと!設してオホ{ツク Jむに Hzけたりこのす:Ri*JillV造:1こ関する に記載したの

で省略したが， ζ のず:ì' JWllま 9)-J 26~~27 日内海iÌ'l全域lこ強烈な暴風をもたらし， オ三百室 lこ大森林風=érを発生

I -'_ 
{ノIC-。

(2) との森林、風';t;: r，立山岳JíirHl' 1ζ 多く発主主し? 特 iと!武'f与が著しかった地11R~ふ ( i )大~rJ[ .イfíY0'fi; な

どを含む Li 1央 i.w i}f J也'HL (ii) 天盗品のゴ七五[SJ七見IL1脈を中心とした[.1.1岳地帯， (iii) 11 高 11r JJ!i(と夕張山脈と

の!日!の沙流J I い鵡) 11 ・ qE知}l l のノ:kiJJj([i! ffi j:出，r;r， (iv) 持前 111 ・多 j移古降 1.11の?fJ~-'来日ij)':ijJ，;ftTなどである。

(3) こ きわめて好条件をもっていたりそれには主主!成立〕気象条件と森体状態

の ïirõ百がある。気象条利市としノては降水屋が少なく j瓜のみが去、ザ)1の原因とみてチをしっかえないとと，また匝K

容は広域にわたり先生したが，民容認生日~fの)試 íGJはほとん であった。被fAF発生のJEtU匂

が‘定であったことはBK符発生隠係を検討する J:.Iとは得~4í:i サ子条約である。またJ問、i~Y.~-!T1:けた森林はほと

んど大部分がエゾマツ e トドマツの天然者齢J炉、で耐j試カが最も 5;5] いものであった。この森林が各!.ffi.Vïlfrftlり点

そおおっていたので， jL乱容が発生しーやすく，えた各Ffrの@Ul j :ttlJj8 (T)奨なる地点のJ武力の比較などが可能

で， ζ :tもまたはなはだよい条件であった。

(4) 林野fJYにおいては，とのj試合f発位後ifij もなく，風合J虫、の大部分1$:: r. Îめる潟J自体における }ilil宮織の

した。この写真は )~H擦の尖況，むよく観察するにとができるものであるが2 一般にはとれを

手IJJljするのに泌総がある。それで今後の抱業および研究に利用しやすいものにするために，との!'2 [1 j写真

~t- m~*?として， 5 jj'分の l 3診1};:，宏、倒木の風拘~Jnijl ，

記載したものを調製した。この図1m会地形滅容|史!とヂJ\ した。

(5 ) この治形成容E言i r，;t ~ t.こ J!l\l';J;èl訟の rBj 後，見;子と地形との関係， J1LJL~による思 Iilj .滋力の変化などを

f~;羽査研究ずる資料ともなるむとの|勺 CM\[え 15 分，終佼 15 分の大きさのものの 5 Q)万分の 1 の限)与を約 1/2

lと絞|渇したものおお(を水宇佐 ?3 のトj 芯i としてお紋したっ

(6) L段主?後交;にこ ζ のλ泊!:)形伝即j瓜瓦f袋み凶;にこぷつて縦労祭5

j形予と!風草乱\'1答;与子発':i♂の g投関nr係系や況治i 向也J!i\\カの変化などの阪管 !t.例についての解説そ記法したり

2) 

~ 

)( 持政

jf:，討も~ì[U武答森林総合f)L';ji守:[i社: :;j t l� i!;\igiV，戸J.!f 討:総合計Jðftlf世告， H ;j;林業技術協会， ;335 pp. , (1959) 

林ll'} !J' : :1 Uiihヨの説付、問、~2~FJ己主;A ， j l:;方林業会， :348 pp. , (1959) 
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ィ[fD 'i1f~A台風のJ!Ïi\';1;:概要と実況関 (Ji.予や草山・ 1fIl'百俸高橋会松F!ii])

On the Distributioll Maps of Forest Wind Damage hy 

Typhoo:n No, 15, 1骨54 � Hokkaido 

(Research 11ote) 

S日11kiji TAMATE (l), Tokuji KASlllYAMA明日 Tatsu SASANUMA(3) , 

K箞umatsu TAKAHASHIせ) and Hiroo MATSUOKA∞ 

Summ昌ry

一切ー

Hokk主a必îdô OI投lS巴pμte印mb♀r 27 th, 1ω95悦1池4. The typhoon had immense destructiv巴 power ， and �volved 

1he whole r巴gion of Hokkaid� w羡hin a violent storm zonιThe greatest wind damage occur1'ed 

on a wide anぅa in the whole 1'egion , but mostly on Mt. Daisetsu and Mt. Ishikari 1n the middle 

mountainous district and 011 the Kitam� mountポns 1n Lhe northern part of Hokkaid�. Subｭ

seque日tly t11e damaged volume of forest trees was calculated to 1'each about 26 ,800,000 m3，品。d

thεd乱maged 乱1'ea about 750,000 ha, Dam乱ge was on an unprecedented scal記 and th巴 S巴V巴T巴st

one 絜 Japan 1.0 date , 

'[斗le damaged forests consisted 111os1.ly of natu1'al old stanc1s of Ezomatsu (Picea jezoensis 

CARR盲) and Todornatsu (Abies sachali持即時is FR. SCHM.) with weak wind resistanc仏 Variεties of 

c1ama芯ed stands were mo日tly uprooting wﾌ1ich was about 80% of gross volume o:f daml元ged

stands, stern slant 1096, and st巴m b1'eak 乱nd warping etc. about 1096, 

Shortly after th日 typhoon，日巴rophotographîc 、.vork品 on the wind-damaged l'巴gion w巴re carri記d

out by the Fon唱t1'y Ag巴ncy， and the greate1' part of severely damag叙I 1'eg1011 w乱s photograｭ

phed, By the pllotographs w巴 we1'巴 able to observe tlle distribution o.f tlle ì弓rínd-damaged 証rea ，

the d�ect卲ns of fallen stems , and the relation betwe巴n windfall occurrence and topography, 

'1'0 make the fulure 日tudy on the for巴日t damage fad!itated , we have d1'awn up 29 sheets of 

111apS, named "1、opography and distributioTl ()f windべia111aged area map ", which show sucb 

features as topogr呂phy， distribut�n of wind-damaged area，乳nd dir巴ction and quantit冾s of windｭ

fallen s t:ems‘ The maps are in two series ‘,... one having scales of 1;50,000 and the other 

1;100,000. '1'he former have been presenr記d as orig�al 111;:ゃs and 1:he 1atte1' a1'e pub日日hec1 in 

th1s 1'eport. And additional explanation is given to descrlbe the acτual states of the damage, 
日uch 品s th巴 ch礼nge 01" wind force 01' dlrection anc1 windfall occurrence by topog1'aphy on every 

wind-damag巴d area � all th巴 investigated regionso 

Reeeived July 仏 1976

(l)~(5) Forest Influences Division 



北海道森林
風若手協の索引
Index of the 酷aps
of wind damaged 
fo:rest in Hokkaido. 

44' 15'，-子γ了下Tg-l

上士郎 u者i脅議;亀ノ上i
KAMIS品 SH似か TAK!NOぺ
BETSU I TSUDAKE I u� I 

4 ∞1い231:μ 川2れれ戸b子5f2子市?打h同2百2 6一古届
言;鴻稽 丸議灘襲干布

AIBE邸:rsu Iぬt糊MI球KAV背V!l S!釦虫在ATA幻掛 ARU-

I I SHEP汽j

45ト下喜一一一i 事--h-ó--'t-i-i

fも íij~
Legend 

窓上納!大雪山|右側 ~t見富士官

45' 



付祭器 ; 

大議

OTAKI 



付 -2

議議

S沼Z設AOI



ヰ
口
出

(，品

O d、 ベ議?を
ψ、後ヤ認彩ム、 1 ¥ 

/ 

/ 〆ノ く〉
f 議Z

附Cタ3 ~究 jもすh 

く〉

軍匂

� 

/ 

~ 
詰 記長撃

g弘

樹

p 

ff r-1 

r 

"ノ昌弘



縄自

殺 3
春場 íO

同も

ﾟ 



:;/叫九

制
制
抑
留

誤
認
ペ
〉

γ
渓



付鐙 -6

ぷ予 選議

仁詩r玄OSE

ミ"

:1. 0.5 Q Z 3匝
℃こ山，，-，，，-，"':::-- ι 一一←一一一

3埠

ゐ話



明ε

ま経SIHJVJ\iミヱ
L -t�l.゚J 

護審 議選



fヲ

九予

刷V

倒
r 

~ミ t

.、型骨堂ラ笠宮

9 すむ 3 

~)lV認輯E忍IHSOHOd
撃ま ?欝

喜一rÆJ.þ.y



特乞

、
、\J
f
s
v
g

V)lVGI認

襲撃 態

喜一- lli].f-Y 



ヰ
m
m
;
:
!

一
口

0-1-¥ 
ぷ4

び3

>-
言機



川
州
ぬ

議
噌者

問λ
吋
ル
川

護

品



ヰ
間
関

。

υl 

鱗
勝
。
門
誌
)
C
M同



路
川

<0",' 

。

A
引
い

ザハ 吋

h
M
M
φい
試
問
問
問
刷

機

的
一i

お
ん
ぶ

護審



付額一 14

十 襲警 暴

TOKACHトDA区E



ザ4
W
A吋知
g
s阿
吋
思
何
時
ハ
〉
川
刊
以
向
例
制
州

m
w
T凶

器
ヤ
本
格
納
判
ふ
し
制



襲撃 霊5 3譲

付Ø-16
s絞IKARIBETSむ冊NU関A

()..~ t 2 明
一、 U〆…~一

一



付言喜一17

く

¥ 

、 J

\、
、、\、

九

" 

¥ 

霊童議選連
経E1司令臨むおSE災

見、

、司
、

、~¥ 
/ 

ヂ {十吋-

¥ 

、、



付r;gj -l8

藤紘鶏

S設IHINÞiI

C.5 0 :H芯派



付rE --!き

大審議i
DAIS亙TSむ嗣ZAN

鏘 0 

-一一←
1 2 
五百白函晶画嗣晶

3田
辺



ヰ
践
活

制
刷
機

同
閉
山
お
脳
内
凡
同
開

州
自
附
〉
凡
炉
問
内
阿
山

岡
山

U
J

u
t
E
U恥
U
C
S
F
i
i
ι

よい

ι 

山宮



/ 

/ 

/ 

/ 

¥ 

¥ 
，、

¥ 

/
 

/
 /

 
2
 

¥
 

, 

¥
 

市
F

ヰ
滋
1
i

吋

品
作
機
鱗
特

例
州
、
吋
〉
認M
g
匂
河
川
A
W
M



付密 -22

警護 F 

01く蕊TO



ûSよ.3註IV

暴露 議

sz ---題材



付~-24

¥ 

/ 
¥ 

P 

入、ぐ

台、風

ふと 111 
蕊A長'lIKA説法

口

、dαゐゐる。'""'

ゅ。

‘ コ回

一……



ヰ
m
m
[
M
m

¥ 

/ 
/ 

、 F

、

勢
町
麟

印
刷
向
州
知
k炉
、
吋
〉
州
内
同

占〈や>

本~'i
、

N 

>

も

、ト

、

A 

ノ

J

J

F

J

 

ノ

、

J 

J 

、 f 、



付Ø----26

丸 議議 事震
波l\読むSEPPlJ



二iゑ
(jコ

S湖、い
議時 ~ 

co 
併設

ぜ〕
富

付加吋
、、、J 曹、階ぷ叫

噌以ざ舛吋
、 1

二~" / ，9:、:;，;~:内f...... 、 ごど 砂 .t}f:， (、{;:-:-) /. 治そとも胤 A 久、， !"' " 
てを e 

r--

拐
な

主喝



仁丹議選
:::r: 
o 
雲間

ι 町、 、 、 ε 、:? ' P 戸'，__ , ~.n , • i-""ヘ ~S. 、 1".;1' む

Vペ3 縛M議
ロ

ｧ 

て3
〉知

!f / lifむ辛'口r 〆~もぃ、ヘ・^^よ^'民、ヘ，^J 、、え q色.\'， 、 Z、y./ ノプ γ;九文 J 、引、お"，<，/..:... ι 二、ち
話機



以宅戸
+ 

~-r 

3JI0NI )lVふ

マ/撃

62....... æJ~斗


